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I ごあいさつ 

このたびは 、 INFOBAR A 02( 政下 、 riNFOBAR A 02 J 
または「本製品」と表記します）をお買い上げいたださ、 
誠にありびとラございました。 

ご使用の前に『クイックスタートガイド』（本書)をお読 
みいただを、正し <お使いください。お読みになった後 
は、いつでも見られるようお手元に大切に保管してく 
ださい。『クイックスタートガイド』（本書）を紛失され 
たときは、 au '> ョップもしくはお客さまセンターまで 
ご連絡ください。 

• 本書では本製品に付属するクイックスタートガイド 
(本書)および設定ガイド、 au ホームページからダウ 
ン□ー ドでをる取掘説日月書(詳細版）を総称して『取 
扳説明書』と表記します。 

■操巧説明について 


■ クイックスタートガイド(本書》 

主な機能の主な操作のみ説明していまず。 

さまざまな機能のより詳しい説明については、本体内 
で利用できる『取扱説明割アプ U や au ホームぺージよ 
り『取掘説明書(詳細版)』をご参照 < ださい。 

http://www.au.kcldi.com/torisetsu/index.html 

• 本書に記載している会社名、製品名は、各社の商標ま 
たは登録商標です。 






■ 『取扱説明書』アプリ 

本製品では、本体内で詳しい操作方法を確認できる『取振 
説明書』アプリを利用でをます。 

1 iida Home で [ 取巧説明書]^函面の指示に従って 
最新の『巧巧説明書』アブリをダウンロード 

インストールブ n ックの^<ッセージび表おされた場 
合は、 r 設定」をタップし、 r 不明な提供元」をタップして 
チェックを付けてから、再度ダウン □- ドしてください。 

2 iida Home で陳巧説明書 ] 

■お巧説明書ダウンロード 

『クイックスタートガイド』（本書)、『設定ガイド』、『取 
扱説明書(詳細版)』の PDF ファイルを au ホームページ 
からダウン□ー ドでをまず。 

http://www.au.kcldi.com/torisetsu/index.html 

■ For Those Requiring an Enalish 
Instruction Manual 
ま語おの『巧巧説明書』がが要な方へ 

You can download the English version of the Basic 
Manual from the au website (available from approximately 
one month after the product is released ). 

『取}及説明書•掠俾(英語版)』を au ホームページに掲載 
しています(発売約1ヶ月棲から)。 

Download URL : 

http://www.au.kcldi.com/torisetsu/index.html 


I 巧全上のごを意 

本製品をご利用になる前に、本書の r 安全上のご注意」 
をお読みのラえ、正しくご使用ください。 

故障とお考えになる前に、 U (下の au ホームページの au 
お宮さまサポートで症状をご確認<ださい。 

http://cs.kddi.com/suppoi1/komatta/kosho/index.html 
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I 本製品をご利用いただくにあたって 

•サービスエ U ア内でち電波の届かない場所（トンネ 
ル•地下など)では通信でをません。また、電波状態の 
悪い場所では通信で去ないことをあります。なお、通 
信中に電波状態の悪い場所へ移動すると、通信び途 
切れることびありますので、あらかじめご了承 < だ 
さい。 

• 本製品は電波を使用しているため、第兰者に通信を 
傍受される可能性びないとは言えませんので、ご留 
意ください。（ただし、 LTE / CDMA / GSM/UMTS 
方式は通信上の高い秘話•秘匿機能を備えておりま 
す。） 

• 本製品は国隙□一 S ングサービス対応の携帯電話で 
すび、各ネットワークサービスは、地域やサービス内 
容によって異なります。 

•本製品は電波法に基づく無線局ですので、電波法に 
基づく検査を受ける場合びあり、その隙にはお使い 
の本製品を一時的に検査のためご提供いただく場合 
びございます。 

• r 携帯電話のな守」と「稼動状況の巧握」のために、お 
客様び利用されている携帯電話の IMEI 情報を自動的 
に KDDI (株)に送信いたします。 

• 公共の場でご使用の隙は、周りのちの迷惑にならな 
いよラご注意ください。 

•海外でご利用される場合は、その国/地域の法規制 
などの条件をあらかじめご確認<ださい。 

•おデ様びお使いになると去は、な護者のちび『取扱説 
明劃をよくお読みになり、正しい使いかたをご指導 
<ださい。 
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■ こんな場所では、使用禁止！ 

• 自動車•原動機付自転車•自転車運較中に携帯電話を 
使用しないで < ださい。交通事故の原因となります。 
自動車•原動機付自転車運転中の携帯電話の使用は 
法律で禁止されています。また、自転車運転中の携 
帯電話の使用を法律などで罰せられる場合びありま 
す。 

•航空機内で本製品を使用しないで<ださい。航空機 
内での電波を発する電子機器の使用は法律で禁止さ 
れていまず。ただし、一部の航空会社ではご利用いた 
だける場合もございまず。詳細はご搭乗される航空 
会社にお問い合わせください。 

■ 巧う場所や声の大きさに気をつけて！ 

映画館や劇場、美術館、図書館などでは、発信を控える 

のはちちろん、着信音で周囲の迷惑にならないよラに 

電源を切るか、マナーモードを利用しましよラ。 

• 街中では、通行の邪魔にならない場所で使いましよ 
ラ。 

•新幹線の車中やホテルの□ビーなどでは、迷惑のか 
か S ない場所へ移動しましよラ。 

• 通話中の声は大去ずざないよラにしましよラ。 

•携帯電話のカメラを使って撮影などする隙は、柜手 
のちの許可を得てからにしましよラ。 

■周りの人への配慮も大切！ 

•満員電車の中など湿雑した場所では、付近にむ臓 
ペース六一力一を装着している方びいる可能性びあ 
りまず。携帯電の電源を切っておをましよラ。 

•病院などの医療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁 
止と定めている場所では、その指示に従いましよう。 
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I 同堀品一覧 

ご使用いただく前に、下記の同捆物びずべてそろって 
いることをご確認 < ださい。 

■本か 

INFO BAR A02 



■ 付属品 


電池バック 電池フタ 

(HTX21UAA ) が 



• クイックスタートガイド(本書) 
• 設定ガイド 
• 保証書(本体） 
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《1お買い上げ時には、あらかじめ本体に取 0 付けられています。 
《2本体カラーによって型まび異なりまず。 

電池フタ NISH 1 KIG 0 I ( HTX 21 TRA ) 

電池フタ A 0 A 0( HTX 21 TLA ) 

電池フタ ICEGRAY ( HTX 21 TWA ) 


UTF のをのは同捆されません。 

• AC アダプタ 

• microUS 巨ケープル 
• イヤホン 

• microSD メモ IJ 力ード 

memo 

©指定の充電用磯器(別売)をお買いホめください。 

◎本文中で懊用している携帯電話のイラストはイ y —ジで 
す。実際の製品と違う場合びあります。 
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■ 掲載されているキー表示について 

本書では、キーの図を次のよラに簡略化していまず。 




■巧目/アイコン/キーなどを選がする操 


巧のま記方法について 

本書では、操作手順を UTF のように表記しています。 


表記例 

意味 

iida Home で[電 
話] 一 T 141」 を入 
カー[ダイヤル] 

iida Home で「電話」をタップし、続けて 
「1」「4」「1」の順にタップして、最後に「ダイ 
ヤル」をタップします。 

画—■起動するア 
プ I 」をタップ 

画をタップして最近使用したアプ U を表 
示させ、上下にフリックして起動するアプ 
リを選び、タップします。 


※タップとは、ディスプレイに表示されているキーやボタン、ア 
イコンを指で軽く納れて選択する操作です。 


I 本書の表記方法について 


{な全上のごを意 
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■ 掲載されているイラスト•画面表示について 

本書に記載されているイラストおよび画面は、実隙の 
製品おぶび画面とは異なる場合びあ0ます。また、画面 
の一部を省略している場合びありますので、あらかじ 
めご了承 < ださい。 

実際の画面 本書の表記例 

本書の表記では、 

画面上部のアイコ 
ン類などは、省略 
されています。 


memo 


◎本書では、本体カラー 「 N に HIK に01」のお買い上げ時の表示 
を例に説明していますび、実際のキーやボタン、画面とは字 
体や形状び異なっていたり、一部省略している場合がありま 
す。また、本書のイラストと本製品の形状び異なることがあ 
ります。あらかじめご了承ください。 

©本書で明記していない場合は、縦画面表示からの操作を基 
準に説明しています。横画面表示では、メニューの項目/ア 
イコン/画面上のボタンなどび異なる場をびあります。 

◎ 本書では^ microSD ™>^モリカード」および^ mic の SDHC ™ 
メモ U 力ード」の名称を rmicroSD ^ モ U 力ード」もしくは 
rmic の SD 」 と省略してし、ます。 

◎本書では「アプ U ケーンョン」のことを r アプリ」と省略してい 
ます。 



{なを上のごを意 
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I 免責事項について _ 

◎ 地震•雷•風水害などの天ぶおよび当社の責任切がの 
火が、第兰者による行為、その他の事故、お客様の故 
意または過失 • 誤巧’その他異常な条件下での使用に 
より生じた損害に関して、当社は一切責任を負いま 
せん。 

◎本製品の使用または使用不能から生ずる附随的な損 
害(記録内容の変化 • 消失、事業利なの損失、事業の中 
断など)に関して、当社は一切責任を負いません。 

◎取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた 
損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

◎当社び関ちしない接続機器、ソフトウてアとの組み 
合わせによる誤動作などから生じた損害に関して、 
当社は一切責任を負いません。 

◎本製品の故障•修理•その他取り扳いにぶって、撮影 
した画像データやダウン□ードされたデータなど 
び変化または消失することびありますび、これらの 
データの修復により生じた損害•逸失利細こ関して、 
当社は一切責任を負いません。 

◎大切なデータはコンピュータの从ードディスクなど 
に保存しておくことをおすずめします。万一、登歸さ 
れた情報内容び変化•消失してしまラことびあって 
を、故障や障害の原因にかかわらず、当社としては責 
任を負いかねますのであらかじめご了承<ださい。 

◎本製品のご使用において発生したデータの消失、破損 
に関して、当社ではデータの復旧’回復作業は行って 
おりません。 

《本書で表す r 当社」とは、け下の企業を指します。 

発売元: KDDI (株）•沖縄セルラー電話(株） 

輸入元 : HTC NIPPON 株式会社 
製造元 : HTC Corporation 


ま全上のご：汪意 
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■お 知! 3 せ 

© 本書の内容の一部、または全部を無断輯載ずることは、禁止 
されてレます。 

©本書の内容に関して、将来予告なしに変更することびあり 
ます。 

© 本書の内容につをましては万全を期しておりますが、万一、 
ご不審な点や記載漏れなどお気づをの点びございました 
日、ご連絡 < ださい。 

© 乱 T 、 落 T はお取り替えいたしまず。 


[まを 上のごを意(がずお守りください) 


■ ご使用の前に、この r を全上のご注意」をよくお読み 
の上、正しぐお使いください。また、お読みになった 
をは大切に巧管してください。 

♦この「安全上のご注意」には、本製品を使用ずるお客様 
や他の人クへの危害や財産への損害を未然に防止する 
た创こ、守ってし、ただきたし、事項を記載していまず。 
♦各事項はし^下の区分に分けて記載しています。 


■ 表示の說巧 


A 危険 

この表示は「人び死亡または重傷を負ラ 
危険び差し迫って生じることび想をされる 
内容」を示していまず。 

A 警告 

この表示は「人び死 t または重傷^を負ラ 
ことび想定される内容」をおしています。 

A ま意 

この表示は「人び傷害を負ラことび想定 
される内容や物的損害^ 3 の謂生び想定され 
る内容」を示しています。 


重傷:失明•けび•やけど(高温•低温）•感電•骨折•中毒など 
で後遺症び残るをの、およびを療に入院や長期の通院を要 
するちのを指します。 

《2傷害:治療に入院や長期の通院を要さない、けび•やけど 
(高温•低温）•感電などを指します。 

《3物的損害:家屋•家財および家畜•ぺットにかかわる拡大損 
害を指します。 


{なを上のごを意 
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■ 図記号の説明 


0 

耻 

禁止（してはいけないこと）を示す記号です。 

瓣 

田れを客と 

濡れた手で扱ってはいけないことを示す記号です。 

か阵留止 

分解してはいけないことを示す記号です。 

が ari 累止 

水がかかる場所で使用したり、水に濡らしたじして 
はし)けなし)ことをおす記号です。 

9 

必ず実行していただ < こと(強制)をおす記号です。 

C 

乃巧]ン它ント 
ffSS く 

電源プラグをコンセントから抜いていただくこと 
(強制)をおす記号です。 


■ 本か、巧ミせパック、電ミせフタ、充電用機器、 
au Micro に Card ( LTE )、 周迈機器巧あ 


A 必ず下記のを険事頂をお読みになつ 

に I 伏てか5ご使用ください。 


A 必ず指定の周辺機器をご使巧ください。専用の周辺磯 
If 器 iU かを使用した場合、発熱•発火•感電•破裂，故障- 
漏液の原因とな0ます。 



高温になる場所(火のそば、暖房器具のそば、こたつの 
中、直射曰光の当たる場所、炎天下の車内など）で使 
巧、保管、放置しないでください。発火•破裂•故障•火 
災•傷害の原因となります。 












ft 

ガソ U ンスタンドなど、引火性ガスび発生する場所に 
立ち入る場合は、必ず事前に本製品の電源をお切りく 
ださい。また、充電もしないでください。ガスに引火す 
るおそれびあります。また、ガソ U ンスタンド構内な 
どで NFC / おサイフケータイ®のみ済機能をご利巧 
になる際は、必ず事前に電源を切った巧態でご使用く 
だごし)。 

( NFC / おサイフケータイ®を□ックされている場合 
は、□ックを解除したラえで電源をお切り < ださい。） 

0 

窝止 

電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に入れな 
いでください。発义•破裂•故障•火災•傷害の原因とな 
ります。 

0 

窝止 

火の中に投入したり、加熱したりしないでくださし、。 
発火’破裂•火災の原因とな0ます。 

0 

窝止 

接続端子をショートさせないで < ださい。また、接続 
端テに導電性異物(金属片•組筆のちなど）び軸れた 
り、内部に入らないよラにしてください。火災や故障 
の原因となります。 

§ 

金属製のアクセサ U —などをご使用になる場合は、巧 
電の隱に接続端モやコンセントなどに触れないよう 
に十分ごを意 < ださい。感電’発义’傷害’故障の原因 
とな0ます。 

0 

禁止 

力文ラのレンズに直射日光などを長時間あてないよ 
ラにして < ださい。レンプの集光作用により、究乂 •破 
裂•火災の原因となります。 

獲) 

巧が萬と 

お宮様による分解や改造、修理をしないでください。 
故障•発火•感電•傷害の原因となります。万一、改造な 
どにより本製品本体や周辺機器などに不具合び生じ 
てを当社では一切の養任を負いかねます。本製品の改 
造は電波ま違反にな D ます。 

A . 故片必ず下記の警告事項をお読みになつ 
てか6ご使用ください。 

0 

禁止 

落下させる、投げつけるなどの強い衝撃をちえないで 
ください。破裂•発熱•発火•故障の原因となります。 


{なを上のごを意 
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0 

# 止 

匡がで雷鳴び聞こえたときは使用しないでください。 
落雷 • 感電のおそれびあります。 

な 止 

接続端デに手や指など身体の一部び触れなレよラに 
してください。感電•傷書•故障の原因となる場合びあ 
ります。 

& 

禁止 

本製品び落下などによって破損し、ディスプレイび割 
れたり、機器内部び露出した場合、割れたディスプレ 
イや露出部に手を輔れないでください。感電したり、 
破損部でけがをする場をびあります。 au ショップも 
しくはまむケータイサポートセンターまでご連糖く 
ださい。 

ザめ〇 京 比 

本製品は防水性能を有する機種ですび、万一、水など 
の液体び外部接続端モカバー、電池フタなどから本体 
などに入った場合には、ご使巧をやめてください。そ 
のまま使用すると、発熱’諾火•故障の原因となります。 

Q 

窝止 

電池フタを取りがす際、必要拟上に力を入れなレでく 
ださい。電池バックび飛び出ずなどして、けがや故障 
の原因となる攝合びあります。 

0 

窝止 

自動車や原動機付自転車、自転車などの運鼠中や歩さ 
なびらの操作はしないでくださし、安全性を損なし、、 
事故の原因とな D ます。 

(S) 

扶止 

所定の充電時間を超えても充電び完了しない場合は、 
充電をおやめ < ださい。漏液•発熱•破裂•発火の原因 
となります。 

Q 

# 止 

乳幼おの手び届く場所には置かないでください。ルさ 
な部品などの誤飲で室息したり、誤って落下させたり 
するなど、事故や傷害の原因となる場合びあります。 

んご壬 g がず下記の注意事項をお読みになつ 
ZiA/±/^x てか 5 ご使用ください。 

W 止 

直射日光の当たる場所（自動車内など）や高温になる 
場所、極端にほ温になる場所、湿気やほこりのをい場 
巧に保管しないでください。発熱•発火•変形や故障の 


原因となる場合びあります。 


{な全上のご注意 
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0 

«止 

ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安定な屬所に 
置かないでください。落下してけびや破損の原因とな 
ります。ノてイブレータ設定中は特にごを意 < ださい。 
また、衝撃などにち十分 ごを 意ください。 

& 

巧止 

使用中や充電中に、布団などで覆ったり、包んだりし 
ないで < ださい。火が、故障、傷害の原因となります。 

& 

累止 

外部から電源び供給されている巧態の本体、指定の 
AC アダプタ(別売）に長時間軸れないでください。ほ 
温やけどの原因となる場合びあります。 

ft 

本製品を長時間ご使用になる場合、特に高温環境では 
熱<なることびあ0ますので、ごま意<ださい。長時 
間肌に軸れたまま使用していると、低温やけどの原因 
となる場合びありまず。 

0 

京 it 

コンセントや配線器具は定格を超えて使用しないで 
ください。たこ足配線などで定格を超えると、発熱に 
よる火災の原因となります。 

& 

琪止 

電池フタをがしたまま使用しないでください。 

0 

窝止 

腐食性の囊品のそばや腐食性ガスの発生ずる攝所に 
置かないでください。故障•内部データの消失の原因 
となります。 

0 

心 

本体から電池フタを别したまま、巧置•な管しないで 
<ださい。内部にほこりなどの異物び入ると巧障の原 
因となります。 


A 使用中に煙び出たり、異臭や異音びする、過剩に発熱 
^ しているなどの異常び起さたとさは使用をやめてく 
ださい。巧電中であれば、指定の巧電用機器(別売)を 
コンセントから抜き、熱くないことを確認してから電 
源を切り、電池パックを外して、 au ショップもしくは 
まむケータイサポートセンターまでご連絡ください。 
また、落下したり、破損した場合なども、そのまま使巧 
せず、 au ショップちしくは安むケータイサポートセ 
ン ターまで ご連絡ください。 


{なを上のごを意 
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イヤホン(別売)などを本製品に挿入して使用する場 
合は、適度な音量に調節してください。音量び大さす 
ざた0、長時間連続して使用したりするとちに悪い影 
響を与えるおそれびあ0ます。 

また、音量を上げすぎると对部の音び聞こえに <<な 
り、踏切や横断歩道などで交通き故の原因となります。 


イヤホン(別売)などを本製品に挿入し音量を調節す 
る場合は、かしずつ音量を上げて調節してください。 
姑めから音量を上げすざると、突然大さな音び出て写: 
に悪い影響をちえるおそれびあ0ます。 


〇 


充電用機器や外部機器などをお使いになるとをは、接 
続する端テに巧してコネクタをまっすぐに巧き差し 
してください。また、正しい方向で扳さ差ししてくだ 
さい。破損•故障の原因となります。 


I本かについて 


A 警告 

0 

窝止 


必ず下記の警告事頂をお読みになつ 
てか6ご使用ください。 


0 

#止 


ft 


自動車•原動機付自転車•自乾車運転中に携帯電話を 
使用しないでください。交通事故の原因となります。 
自動車•原動機付自乾車運お中の携帯電話の使巧はま 
律で禁止されています。また、自乾車運転中の携帯電 
話の使用ちま律などで罰せられる場合びありまず。 

航空機内で本製品を使巧しないで<ださい。航空機内 
での電波を発する電子機器の使用は法律で禁止され 
ています。ただし、一部の航空会社ではご利巧いただ 
ける屬合ちございまず。詳細はご搭乗される航空会社 
にお問い合わせ < ださい。 

高精度な電子機器の近くでは、本製品の電源をお切り 
ください。電モ機器に影響をあたえる場合びありま 
す。（影響をちえるおそれびある機器の例:む職ペース 
メーカー•補聰器•その他医巧電気機器•火が報知機- 
自動ドアなど。医用電気機器をお使いの場合は機器 
メーカーまたは販売ちに電波による影響についてご 
確認 < ださい。） 


I 


脅 

{な全上のご注意 
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A 植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除細動 
" 器や医巧電気機器の近くで本製品を使巧ずる場合は、 
電波によりそれ6の装置•機器に影響を与えるおそれ 
びありまずので、次のことをお守りください。 

1. 植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除 
細動器を装着されている方は、本製品を植込み 
型む臓ペースメーカーおよび植应み型除細動器 
か 622 cmiU 上離して携行および使巧してくだ 
ごい。 

2. 満員電車の中など混销した場所では、付近に植 
应み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除細 
動器を装着している方びいる可能'性びあります 
ので、本製品の電源を切るぶラむびけて<ださ 
い。 

3. 医療機関の屋内では次のことに注意してご使巧 
くださし1。 

• 手術室、集中治療室り CU )、 冠げ動脈疾患監視 
病室に CU ) には本製品を持ち込まないでく 
ださし'1。 

• 病棟内では、本製品の電源をお切りください。 

• □ビーなどであってを付近に医用電気機器び 
ある場合は本製品の電源をお切りください。 

• 医療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁止な 
どの場所を定めている場合は、その医療機関 
の指示に従ってください。 

4. 医療機関の列で、植込み型む臓ペースメーカーお 
よび植込み型除細動器 iU がの医巧電気機器を使 
用される場合(自宅療養など)は、電波による影響 
について個別に医療用電気機器メーカーなどに 
ご確認ください。 

〇 通話’メール•インターネット•撮影•ゲームなどをす 
るときや、テレビ(ワンセグ)視聴したり、音楽を聴く 
とさなどは周囲の安全を確認してください。屬倒•交 
通事故の原因とな D ます。 


{なを上のごを意 
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0 赤列線ポートを目に向けてホが線送信しないで < だ 
ごい。目に影響を与える可能性びあります。また、その 
"" 他ホか線装置に向けて送信すると誤動作するなどの 
影響をちえることびあります。 

撮影ライト(フラッシュライト)をご博用になる場合は、人の 
^ 目の前で発光させないでください。また、撮影ライト(フラッ 
シュライト)点灯時は発光部を直視しないようにしてくださ 
い。視力低下などの障びいを引を起こす原因となります。特 
に乳幼剧こ巧して至近距離で撮影しなしでください。 

(〇 自動車や原動機付自転車、自転車などの運乾ちに向け 
て撮影ライト（フラッシュライト）を点巧させないで 
ください。目びくらんで運転不能になり、き巧を超こ 
す原因とな0ます。 

A ごくまれに、扁滅を繰り返ず画面を見ていると、一時 
^ 的に筋肉のけいれんや意識の喪失などの症巧を起こ 
す人びいます。こラした経験のある人は、事前に医師 
とご相談ください。 


A 必ず下記のを意事頂をお読みになつ 

ZiA /±/^ v てか5ご馆用ください。 

(〇 自動車内で使用する場合、まれに車載電モ機器に影響 
Sf を与える場合びあります。安全走行を損なラおそれび 
ありまずので、その罵合は使用しないでください。 

〇 皮膚に異常を感じたときは直ちに懊用を止め、皮膚科 
専門医へご相談ください。お客様の体質•体調によって 
は、かゆみ•かぶれ•湿疹などび生じる場合びあります。 


本製品で使用している各部品の材質はしソ下の通りです。 


使用箇所 

使用な料 

表面処!里 

本体周り 

金属:アル S ニウム 
プラスチック:ポ U 
アミド + ABS 樹月旨 
+20%ガラス繊維 

UV 塗装 

ディスプレイ 

ガラス 

从ードコート処理 

ディスプレイ周り 

ポ U 力ーボネート 

UV 塗装 

電おフタ 

ポ U 力ーボネート 

UV 塗装 
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使用箇巧 

使用材料 

表面処理 

外部接続端子カバー 

ポ U 力ーボネート 

UV 塗装 

カゾラレンズ 

アクリル樹脂 

減反射コート+ 
ブラック塗装 

ホ列線ボート 

ポ IJ 力ーボネート 

- 

音量キー/ファンク 
ションキ ー/ 電源キー 

ポ U 力ーボネート 

UV 塗装 

黃話□(レシーバ ー) 

ポ I 」力ーボネート 

- 

スピーカーメッシュ 

ポ IJ エチレンテレ 
フタレート 

塗装 


0 

巧止 

キャッシュカード•フロッピーディスク•クレジット 
力ード•テレホンカードなどの磁気を帯びたものを近 
づけたりしないでください。記録内容び消失される場 
合があります。 

(S) 

禁化 

microSD メモ U 力ードス□ットの挿入□、外部接続 
端モ、ステレオイヤホン端テに液体、金属片、燃えやす 
いちのなどの異物を入れないでください。火災’感電- 
巧障の原因となります。 

0 

»止 

イヤホン(別売)などを持って本体を振り回さないで 
ください。けびなどの事巧や破損の原因とな D まず。 

ft 

通常は外部接続端モカ y (—などを閉めた状態で使用 
してくださし、カパーを閉めずに使巧すると、ほこり- 
水などび入り故障の原因となります。 

9 

む臓の弱い方は、着信バイプレータ(振動)や着信音量 
の設定にミ主意して < ださい。む臓に悪影響を及ぼず原 
因となります。 

9 

本体の吸着物にごま意くださレ。スピーカー部などに 
は磁石を使用しているため、画织やピン•カッターの 
巧、ホチキスがなどの金属び付着し、思わめけがをす 
ることびあります。ご使用の際、スピーカー部などに 
異物びないかを必ず確かめて < ださし、。 

0 

禁止 

砂'兵などの上に直に置かないでくださし' I 。受話□、送 
話□、スピーカー部などに砂などび入り音びルさく 
なったり、本製品本体内に砂などび混入すると発熱や 


故障の原因とな D ます。 
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0 

« 止 

な 

巧止 

な 

»止 


通話•通信中などの使用中は、本体び熱くなることび 
ありますので、長時間直接肌に輔れさせたり、紙’巧- 
布団などをかぶせた D しないで<ださい。火災•やけ 
ど•故障の原因となる場合びあります。 

ボールペンや鉛筆など先の尖ったちのでタッチバネ 
ル操作を行わないで < ださい。ディスプレイの破損の 
原因とな D ます。 

夏期に閉めさった車内に巧置するなど、極端な高温に 
なる環境には置かないようにしてください。本体び熱 
くなり、やけどの原因となることびあります。また、電 
池の容量びほ下しご利用でさる時間び短くなったり、 
本体び変形しが障の原因となる場合びあります。 


■ 巧ミせパックについて 


鎮 

U-ion 00 


(本製品の電池パックは、リチウムイオ 
ン電池です。） 

電池パックはお買い上げ時には、十分 
充電されていません。充電してからお 
使い < ださい。 


必ず下記のを険事頂をお読みになつ 


A を険 てか5ご使用ください。 

0 

禁止 


電池パックのプラス （+ ) とマイナス（一）をショート 
させないでください。 


9 

な 

_ _ 


電池パックを本製品に接続するときは、正しい向きで接 
統してください。誤った向をに接続すると、破裂•火災’発 
熱の原因となります。また、うまく接続できないときは無 
理せず、接続部を十分に確認してから接続してください。 

釘をさしたり、/ V ンマーで日 P いたり、踏み付けたりし 
ないで < ださい。発义や破損の原因とな0ます。 


0 

«lh 


持ち運ぶ際や保管するとさは、金属片(ネックレスや 
ヘアピンなど)などと接続端モぴ軸れないよラにして 
ください。ショートによる火がや故障の原因となる焉 
合びあります。 


{な全上のご注意 
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«巧を It 

分偶•改造をしたり、直接"ンダ付けをしたりしないで 
<ださい。電お内部の液び飛び出し、目に入ったりして 
失明などの事故や駕熱 • 発火’破設の原因となりまず。 

0 

mt 

落としたり、踏み付けたり、破損や淑漏れした電池 
パックを使用しないで < ださい。液漏れや異臭びする 
とさは直ちに火気から遠ざけてください。漏れた液に 
引火し、発火 • 破裂の原因となります。 

みめれ巧止 

電池バックは防水性能を有しておりません。電池バッ 
クを水や海水•ぺットの尿などで濡らさないでくだご 
し、電池パックび濡れると発熱•破裂•発乂の原因とな 
ります。誤って水などに落としたとさは、直ちに電源 
を切り、電池パックをがして、 au ショップちしくはま 
むケータイサポートセンターまでご連絡<ださい。ま 
た、濡れた電池バックは充電をしないで < ださし、。 

香 

液漏れして皮膚やな服に付着した墙合は、傷害をおこ 
すおそれびありますので直ちに水で洗い流してくだ 
さい。また、目に入った屬をは失明のおそれがありま 
すのでこすらずに水で洗ったあと直ちに医師の診断 
を受けてください。機器に付着した場合は、液に直接 
触れないでなを取って < ださい。 

9 

電池バックは消耗品です。充電しても使用時間び極端 
に短いなど、機能び回復しない場合には寿命ですので 
ご使用をおやめになり、指をの新しい電池バックをお 
買い求めください。発熱•発火•破裂•漏液の原因とな 
0ます。なお、寿命は搜用状態などによ0異な0ます。 

9 

電池バックを本体から取り外ずときは、電池パック下 
部にあるへこみに指(のなど）をかけ、電池 j くックを持 
ち上げて取りがしてください。ペンなどの先の細いち 
のを差し込んでがそラとした場合、発火や破損の原因 
とな D まず。 


A ぺットび電池パックに幡みつかないようごを意くだ 
V さい。電池パックの漏液•発熱•破裂•発火などの原因 
となります。 
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■ 充電用機巧について 


A 巧なとヒ必ず下記の警告事損をお読みになつ 
てか 6 ご使用ください。 

Q 

窝止 

指定凹外の巧電用機器は使用しないでください。ま 
た、指定しソがの電源電圧では使用しないでください。 
発火’火が•発熱’感電などの原因とな D まず。 

• AC アダプタ(別売）： AC 10 日〜 240 V 
• DC アダプタ（別売）： DC 12 V ’24 V (マイナスアー 
ス車専巧） 

指定の充電用機器(別売）については、「周辺機器のご 
紹介」 （► P .102) をご参照ください。 

9 

指定の充電用機器(別売)の電源プラグはコンセントに 
根元まで確実に差し込んでください。差し込みび不完 
全だと、感電や発熱•発乂による火災の原因となります。 
指定の充電用機器(別売)び傷んでいるとさや、コンセン 
卜の差し込み□びゆるいとさは使用しないで<ださい。 

9 

共通 DC アダプタ03(別売）のヒューズび切れたとさ 
は、指定(定格 250 V 、1 A ) のヒュースと交換してくださ 
し、指定ながのヒューズと交換すると、発熱•発火の原 
因となります。（ヒューズの交換は、共通 DC アダプタ 
03(別売)の取扱説明書をよ < ご確認 < ださし)。） 

0 

禁止 

指定の充電用機器(別売)のケープルを傷つけたり、加 
エしたり、ねじったり、引っ張ったり、重いものを載せた 
りしないでください。また、傷んだケープルは使用しな 
いで < ださい。感電•ショート•火災の原因となります。 

0 

留止 

接続端テに手や指など身体の一部び触れないよラに 
してください。感電•傷害•故障の原因となる場合びあ 
りまず。 

0 

窝化 

雷び鳴り出したら電源プラグに触れないよラにして 
<ださい。落雷による感電などの原因とな0ます。 

を 

巧クを]ンセント 
なら宙< 

お手入れをずるとをは、指定の充電用機器(別売)の電 
源プラグをコンセントから巧いてください。巧かない 
でお手入れをすると、感電や回路のショートの原因と 


な0ます。 
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ft 

電源プラグについたほこりは、おき取ってください。 
火災、やけど、感電の原因となります。 

ft 

車載機器などは、運転操作やエア ー y くッグなどの安全 
装置の妨げにならない位置に設置•配置してくださし、。 
交通事故の原因となります。車載機器の巧扱説日月書に 
従って設置してください。 

を 

乃巧]ンむ卜 
か己拓く 

長時間读用しない場合は指定の AC アダプタ(別売)の 
電源プラグをコンセントから巧いておいてください。 
感電 • 火が • 故障の原因とな D ます。 

鐵 

水め 〇 巧と 

指定の充電用磯器(別売)は防水性能を有しておりま 
せん。水やぺットの尿など液体び直接かからない場 
所でご使巧 < ださし、発熱•火災•感電’電子回路の 
ショートによる故障の原因となります。万一、液体び 
かかってしまった場合には直ちに電源プラグを巧い 
て < ださい。 

ごそ:^必ず下記の注意事 I 頁をお読みになつ 
ZlA/±/Sx てか 6 ご使用ください。 

# 

水め 0 »h 

(!) 

めれ手 萬 止 

風呂場などの湿気の多レ場所で使巧したり、濡れた手 
で指定の巧電用機器煩り売)を巧さ差ししないでくださ 
し'!。感電や巧障の原因となります。 

9 

充電は安定した場所で巧ってください。傾いたところ 
やぐ 6 ついた台などに置くと、落下してけびや破損の 
原因となります。特にバイプレータ設定中はご注意< 
ださい。また、巧や布団をかぶせたり、包んだりしない 
で < ださい。火災’故障の原因となりまず。 

9 

指定の充電用機器(別売)の電源プラグをコンセント 
から巧くとさは、電源プラグを持って抜いてくださ 
し、ケープルを弓1っ張るとケープルび損傷するおそれ 
びを D まず。 

0 

窝止 

共透 DC アダプタ03(別売）は、車のエンジンを切った 
まま使巧しないで < ださい。車のバッテ1」 一 消耗の原 


因となります。 
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g 止 

本体から電池バックを列した状態で指定の充電用機 
器(別売）を差したまま巧置しないでください。凳乂 ■ 
感電の原因とな D ます。 

■ au Micro に Card ( LTE ) について 

A 奋た片必ず下記の警告事損をお読みになっ 
てか 5 ご使用ください。 

0 

禁止 

電モレンジなどの加熱調理機器や高圧容器に au Micro 
に Card (LTE) を入れないでくださし、。溶損.発熱.発煙. 
デ--夕の消失 • 故障の原因となりまず。 

A ご : t A がず下記の注意事項をお読みになつ 
胃てか 6 ご使用ください。 

9 

au Micro に Card (LTE) の取り付け•取り外しの際に 
ご注意ください。手や指を傷付ける可能性びあります。 

9 

au Micro に Card (LTE) を使用する機器は、当社び指 
定したちのをご使用ください。指定品拉外のものを使 
巧した場をはデータの消失や故障の原因となりまず。 
指定品については、 au ショップちしくはお客さまセ 
ンターまでお問いをねせ < ださい。 

au Mic のに Card (LTE) を分解、改造しないでくだ 
^さい。データの消失•故障の原因となります。 

(S) 

巧じ 

au Mic のに Card (LTE) を火のそば、ストープのそ 
ばなど、高温の場所で使用、放置しないでくださレ。溶 
損’駕熱•発煙’データの消失•故障の原因となります。 

Q 

な止 

au Mic のに Card (LTE) を火の中に入れたり、加熱 
したりしないでください。落損•発熱•発煙•データの 
消失’巧障の原因となりまず。 

0 

禁止 

au Micro 1C Card (LTE) のに(金属)部分を不巧意に 
触れたり、ショートさせたりしないでください。デー 
夕のミ肖失’故障の原因となりまず。 

0 

禁止 

au Mic のに Card (LTE) を落としたり、衝撃を与え 
たりしないで<ださい。故障の原因となりまず。 
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0 

g 止 

au Micro に Card ( LTE 佑折ったり、曲げたり、重い物 
を載せたりしないでください。故障の原因となります。 

ft 

他のに力ード U - ダー/ライターなどに 、 au Micro 
に Card ( LTE ) を挿入して故障した場合は、お宮様の 
責任とな0ますのでごミ主意 < ださし'1。 

窝化 

au Micro に Card ( LTE ) にシールなどを貼らないで 
ください。 

水めれ萬 ifc 

au Mic のに Card ( LTE ) を濡らさないでください。 
巧障の原因となります。 

& 

誤比 

au Micro に Card ( LTE ) のに(金属)部分を傷付けな 
いでください。故障の原因とな!3まず。 

0 

窝比 

au Micro に Card ( LTE ) はほこりのをい場所にはな 
管しないで < ださレ。巧障の原因となりまず。 

0 

禁止 

au Micro に Card ( LTE ) 保管の際には、直射日光び 
当たる場所や高温を湿な場所には置かないでくださ 
し、故障の原因とな0ます。 

ft 

au Mic のに Card ( LTE ) は、乳幼巧の手の届かない 
場所に保管してください。誤って飲み込むと、室息や 
傷害などの原因となります。 

1 巧り巧い上のお願い 


性能を十分に発揮で去るよラにお守りいたださたいま 
項です。よくお読みになって、正しくご使用ください。 


■本体、電池パック、電池フタ、充電用機器 、 au Micro 
に Card ( LTE )、 周辺機器共通 

♦本製品に無理な力びかからないよラに使用してくだ 
さい。をくのものび詰まった荷物の中に入れたり、中 
で重い物の下になったりしないよラ、ご注意<ださ 
し、衣類のポケットに入れて座ったりするとディスプ 
レイ、内部基板などの破損、故障の原因となります。 


靈志ご讓 


27 













また、外部接続機器を外部接続端子やステレオイヤ 
ホン端子に差した状態の場合、コネクタ破損、故障の 
原因となります。が部に損傷びなくてちな罰の対象 
がとなります。 

♦ 本製品の防水性能 ( IPX 日、 IPX 7 相当)および防塵 I ホ能 
CIP 日 X 相当）を発揮するために、電池フタやが部接続 
端デカバーをしっかりと取り付けた状態で、ご使用 
<ださい。 

ただし、すべてのご使巧状況について保証するちの 
ではありません。本製品内部に水を浸入させたり、電 
池パックや指定の充電用機器(別売)、オプション品 
に水をかけたりしないでください。雨の中や水滴、巧 
れびついたままでの電池フタの取り付け/取りがし 
や、列部接続端子カバーの開閉は行わないで<ださ 
し1。水び浸入して内部び腐食する原因となります。ま 
た、付属品、オプション品は防水’防塵性能を有して 
おりません。 

調査の結果、これらの水濡れや粉塵の浸入による故 
障と判明した場合、保証対象がとなります。 

♦ 極端な高温’低温’多湿の場所では使巧しないで < だ 
さし、。 

(周囲温度日む〜3日む、湿度3日％〜8日％の範囲内で 
ご使巧ください。） 

• 充電用機器 
•周辺機器 

♦ 極端な高温’低温’多湿の場所では使巧しないで < だ 
さい。 

(周囲温度5む〜3日む、湿度3日％〜8日％の範囲内で 
ご使用<ださい。ただし、36む〜40でであれば一時 
的な使巧は可能です。） 

• INFOBAR A 02 本体 

• 電池パック•電池フタ ‘au Micro に Card ( LTE ) 
(INFOBAR A 02 本体装着状態） 

♦ほこりや振動の多い場巧では使用しないでください。 


ま全上のごま意 
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参接続端デをとさどを乾いた綿棒などで掃除してくだ 
さい。巧れていると接輔不良の原因となる場合びあ 
ります。また、このとを強い力を加えて接続端デを変 
形させないでください。 

♦お手入れは乾いた柔らかい巧(めびね拭去など)で拭 
いてください。乾いた巧などで強く擦ると、ディスプ 
レイに傷びつ < 場合びあります。ディスプレイに水 
滴やミちれなどび付着したまま放置すると、シ S にな 
ることびありまず。またアルコール、シンナー、ベン 
ジン、洗剤などで拭くと、が装の印刷び消えたり、色 
びあせた0することびあ0まず。 

♦-般電話•テレビ•ラジオをお使いになっている近く 
で使用すると該響をちえる場合びありますので、な 
るべく離れてご使巧ください。 

♦充電中など、ご使巧状況によっては本製品び温かく 
なることびありますび異常ではありません。 

♦お子様びお使いになるとをは、保護者の方び取振説 
日月書をよくお読みになり、正しい使いかたをご指導 
<ださい。 

♦電池パックは電源を切ってから取りがしてください。 
電源を切らずに電池パックを取りがすと、保ちされた 
データび変化•消失するおそれびあります。 

♦ 充電中、本製品び高温となった場合、本体保護のため 
一時的に充電を中止することびあります。 

■ 本体について 

♦ 充電中や通話中、力六ラ機能動作中は、ご使用状況に 
よっては本体の一部び温かくなりますので、手や顔 
などび長時間軸れる場合はご注意ください。 

♦強< 巧す、たたくなど故意に強い衝撃をディスプレ 
イに与えないで < ださい。傷の発生や破損の原因と 
なる場合びあります。 

♦キーやディスプレイの表面にのや銳利な物、硬い物 
などを強く押し付けないでください。傷の発生や破 
損の原因となります。 


{なを上のごを意 
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タッチパネルは指で軽く魄れるよラに設計されて 
し)ます。指で強く押したり、先のとびったもの (m/ 
ボールペン/ピンなど）を巧し付けたりしないで< 
ださい。 

U (下の場合はタッチノてネルに触れてち動作しないこ 
とびあります。また、誤動作の原因となりますのでご 
注意ください。 

•手袋をしたままでの操作 
• 讯の先での操作 

• 異物を操作面に乗せたままでの操作 
• 保護 シー トや シールな どを貼っての操作 
• ディスプレイに水滴び付着または結露している状 
態での操作 

• 請れた指または汗で湿った指での操作 
♦電池パックを外したところに貼ってある IMEI の印 
刷されたシールは、お客様び使用されている本製品 
および通信モジュールび電波法および電気通信事業 
法に適合したものであることを証明するをのですの 
で、はびさないで < ださい。 

♦ 改造された au 電話は絶対に使用しないでください。 
改造された機器を使用した場合は電波法にお軸しま 
す。 

本製品は電波法に基づく特定無線設備の技術基準適 
合証明などを受けており、その証として、「技適マー 
ク霞」び本製品本体の銘板シールに表示されており 
ます。 

本製品本体を分觸して巧部の改造を行った場合、技 
術基準適合証明などび無効となります。技術基準適 
合証明などび無効となった状態で使巧ずると、電波 
ミ去に抵触しまずので、絶対に使用されないようにお 
願いいたします。 

♦ 本製品は不正改造を防止するために容易に分解でを 
ない構造になっています。また、改造することは電波 
まで禁止されています。 


ま全上のごま意 
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参本製品に登録された連絡先•メール•ブックマーク 
などの内容は、事故や故障•修理、その他取り捉いに 
よって変化•消失ずる場合びあります。大切な内割ま 
必ず控えをお取りください。万一内容び変化 • 消失し 
た場をの損害および逸失利なにつきましては、当社 
では一切の責任は負いかねますので、あらかじめご 
了承ください。 

♦本製品に保をされたコンテンツデータ(有料•無料を 
問わない)などは、故障修理などによる交換の隙に引 
を継ぐことはでをませんので、あ日かじめご了承く 
ださい。 

♦本製品はディスプレイに液晶を使用しております。 
低温時は表示応答速度び遅くなることをあります 
び、液晶の性質によるちので故障ではありません。常 
温にな机ま‘正常に戻ります。 

♦本製品で使用しているディスプレイは、が常に高度 
な技術で作られていますび、一部に点なしないドッ 
卜(点)や常時点なするドット(点)びを在する場合び 
あります。これらは故障ではありませんので、あらか 
じめご了承 < ださい。 

♦ 公共の場でご使用の隙は、周りの方の迷惑にならな 
いよラにご注意ください。 

♦撮謗などした写真/動画データや音楽データは、 
メール添付の利用などにより個別にパソコンなどに 
控えを取っておくことをおすすめします。ただし、著 
作権保護び設定されているデータなど、上記の手段 
でを控えび取れないをのをありまずので、あらかじ 
めご了承ください。 

♦ 磁気カードやスピーカー、テレビなど磁力を有する 
機器を本製品に近づけると故障の原因となる場合び 
ありますのでご注意ください。 

強し、磁気を近づけると誤動作の原因となります。 


{なを上のごを意 
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♦ 本製品をホ义磁石(磁気ネックレス•バッグの留め金 
など)/家庭電化製品(テレビ、スピーカーなど)の強 
い磁気を帯びたをのに近付けないでください。本製 
品そのをのび磁気を帯びたとを(着磁または帯磁と 
呼びます)は、方位計測の精度に慕響を及ぼすおそれ 
びありますのでごま意<ださい。 

♦ポケットやかばんなどに収納するとをは、ディスプ 
レイび金属などの硬い部材に当たらないよラにして 
ください。傷の発生や破損の原因となります。 

♦ 長時間達続して表示し続けた場合などは、本体の一部 
び温か < なり、長時間皮膚び接触すると低温やけどの 
原因となる場合びありますのでご注意<ださい。 

♦寒い場所から急に暖かい場所に移動させた場合や、湿 
度の高い場所、エアコンの吹き出し□の近くなど温度 
び急激に変化するぶラな場所で使用された場合、本 
製品内部に水滴び付くことびあります縮露といいま 
す)。このよラな条件下でのご使用は湿気による腐食 
や故障の原因となりますのでご注意ください。 

♦ディスプレイをが<とさは柔らかい巧で乾拭さして 
<ださい。漂らした巧やガラスク U —ナーなどを使 
ラと故障の原因となります。 

♦外部接続端子に指定の microUSB ケーブル(別売) 
を接続するとさは、が部接続端子に巧して指定の 
mic の USB ケースレ側売)のコネクタびまっすぐにな 
るように扳さ差ししてください。 

♦外部接続端子に指定の microUS 目ケープル(別売)を 
接続した状態で無理な力を加えると破損の原因とな 
りまずのでご注意ください。 

♦通常のと一緒に捨てないでください。環境保護 
と資源の有効利用をはかるため、不要となった本製 
品の回収にご協力ください。 au ショップなどで本製 
品の回収をおこなっております。 


ま全上のごま意 
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参本製品の microSD メモ U 力ードス□ットには、 
microSD メモ U カード切列のをのは挿入しないで 
<ださい。 

♦ microSD メモ U 力ードの取り付け•取りがしの際 
に、必要し以上の力を入れないでください。手や指を傷 
付ける場合びあります。 

♦ microSD メモ U カードのデータ書さ込み中や読み 
出し中に、振動や衝撃を与えたり、電池パックを取り 
がしたり、電源を切ったりしないでください。データ 
の消失’故障の原因となりまず。 

♦受話音声をお聞をになるとさは、受話□び耳の中央 
にあたるよラにしてお使いください。受話□(音声 
巧)び耳周囲にふさがれて音声び聞さづらくなる場 
合びあります。 

♦を話□をおおって相手の方に声び伝わらないよラに 
してを、相手の方に声び伝わりまずのでご注意くだ 
さい。 

♦从ンズフ U —通話をご使用の隙はスピーカーから大 
をな音び出る場合びありまず。耳か5十分に離すな 
ど、注意してご使巧ください。 

♦電池フタ内側のシートは、はびさないでください。 
シートをはびすと、 Fel に a の読み書さびでをなくな 
る場合びあります。 

♦光センサー/近接センサーを指でふさいだり、セン 
サーの上にシールなどを貼ると、周囲の明暗にセン 
サーび反応でをずに、正しく動作しない場合びあり 
ますのでご注意 < ださい。 

♦光センサー/近接センサーの上にシールなどを貼る 
と、センサーび誤動作し着信中や通話中にデイスプ 
レイの表示び常に消え、操作び行えなくなる場合び 
ありますのでご注意< ださい。 


{なを上のごを意 
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タッチパネルについて 

タッチ操作は指で行ってください。ボールペンや鉛 
筆など先び鋭いもので操作しないでください。正し 
く動作しないだけでな <、ディスプレイへの傷の発 
生や、破損の原因となる場合びあります。 
ディスプレイにシールやシート類(市販の保護フィ 
ルムや驅を見防止シートなど）を貼らないでくださ 
い。タッチパネルび正し<動作しない原因となる場 
合びあります。 

/ n 先でタッチ操作をしないでください。 / n び割れた 
り、突を指などけびの原因となる焉合びあります。 
ディスプレイ表面び巧れていたり、汗や水で濡れて 
いると、誤動作の原因となります。その場合は柔らか 
い巧でディスプレイ表面を乾拭去してください。 
ポケットやかばんなどに入れて持ち運ぶ際は、タッ 
チパネルに金属などの伝導性物質び近づいた場合、 
タッチノ くネルび誤動作する場合びありますのでご注 
意ください。 

電池パックについて 

夏期、閉めきった(自動車)車内に放置するなど、極端 
な高温や低温環境では電池パックの容量び低下し、 
ご利巧できる時間び短くなります。また、電池パック 
の寿命を短くなります。で去るだけ、萬温でお使いく 
ださい。 

長時間使用しない場合は、本体から電池パックをが 
し、高温を湿を避けて保管してください。 

初めてお使いのとをや、長時間ご使用にならなかっ 
たとをは、ご使巧前にな電してください。 

電池パックは消耗品です。充電してを機能び回復し 
ない場合は寿命ですので、指定の新しい電池パック 
をご購入ください。なお、寿命は使用状態などによつ 
て異なります。 
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参通常のと一緒に捨てないでください。環境保護 
と資源の有効利用をはかるため、不要となった電池 
パックの回収にご協力ください。 au ショップなどで 
使用済み電池パックの回収を行っております。 

♦電池パックは、ご使用条件により寿命び近づくにつ 
れて膨れる場合びあります。これは U チウムイオン 
電池の特性であり、安全上の問題はありません。 

■充電用機器について 

♦ご使用にならないとさは、指定の充電用機器(別売) 
の電源プラグをコンセントからがして<ださい。 

♦ 指定の充電用機器(別売)の電源コードをアダプタ本 
体に巻さつけないで < ださい。感電、発熱、火災の原 
因とな0ます。 

♦指定の充電巧機器(別売)のプラグやコネクタと電源 
コードの接続部を無理に曲げたりしないでくださ 
し、。感電、発熱、火災の原因となります。 

■ au Micro 1 C Card ( LTE ) について 

• au Micro 1 C Card ( LTE ) は、 au からお客様にお貸し 
出ししたをのになります。紛失•破損の場合は、有償 
交換となりますのでご注意ください。なお、故障と思 
われる場合、盗難•紛失の場合は、 au ショップちしく 
は PiPit までお問い合わせください。 

• au Micro に Card ( LTE ) の取りがし、および挿入時 
には、必要 ULL に力を入れないよラにしてください。 
ご使用になる au 電話への挿入には必要政上の負荷 
びかからないぶラにして<ださい。 

♦他のにカード1」ーダー/ライターなどに 、 au Micro 
に Card ( LTE ) を挿入して故障した場合は、お客様 
の責任となりますのでご注意<ださい。 

• au Micro に Card ( LTE ) のに（金属）部分はいつも 
きれいな状態でご使用ください。お手入れは乾いた 
柔らかい巧(めびね拭をなど）などで拭いて < ださ 
し、。 


{なを上のごを意 
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• au Micro に Card ( LTE ) にシールなどを貼らない 
で < ださい。 

♦ au Micro に Card ( LTE ) UI がの力ードを本製品に 
挿入しないで < ださい。 

■カメラ機能について 

♦カメラ機能をご使用の隙は、一般的なモラルをお巧 
りのラえご使用ください。 

♦本製品の故障•修理•その他の取り扱いによって、撮 
影した画像データび蜜化または消失することがあ 
り、この場合、当社は蜜化または消失したデータの修 
復や、データの変化または消失によって生じた損害、 
逸失利なについて一切の責任を負いません。 

♦大切な撮該(結婚式など）をするとをは、試し撮りを 
し、画儘を再生して正しく撮影されていることをご 
確認ください。 

♦ 販売されている書籍や、撮影の許可されていない情 
報の記録には使巧しないでください。 

♦カメラのレンズに直射日光び当たる状態で放置しな 
し、でください。素テの退色•焼付けを起こすことびあ 
ります。 

■音楽/動画/テレビ(ワンセグ)機能について 

♦ 自動車や原動機付自輯車、自転車などの運転中は、音 
楽や動画およびテレビ(ワンセグ)を視聴しないでく 
ださい。自動車•原動機付自転車運転中の携帯電話の 
使用はま律で禁止されています（自転車運転中の使 
用ち法律などで罰せ5れる場をびあります)。また、 
歩巧中でも周囲の交通に十分ご注意ください。周囲 
の音び聞こえにくく、表示に気を取られ交通事故の 
原因となります。特に踏切、駅のホームや横断歩道で 
はご注意ください。 

♦耳を刺激するよラな大をな音量で長時間続けて聴く 
と、聴力に悪い影響を与える場合びありますのでご 
注意ください。 


ま全上のごま意 
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参電車の中など周囲に人びいる場合には、イヤホン(別 
売)などからの音漏れにごを意ください。 

■著作権•肖像権に ついて 

♦お客様び本製品で撮影•録音したデータやインター 
ネット上からダウン□ードなどで取得したデータの 
全部または一部び、第兰者の有する善作権で保護さ 
れている場合、個人で楽しむなどの他は、善作権法に 
より、権利者に無断で複製、頒布、公衆を信、改変など 
はでをません。 

また、他人の肖像や氏名を無断で使用•改蜜などをす 
ると肖儘権の侵害となるおそれびありまずので、その 
よラなご利用をお控えください。 

なお、実演や興行、展あ物などでは、個人で楽しむな 
どの目的であってを、撮影•録音を制限している場合 
びありますのでご注意 < ださい。 

♦撮影したフォトなどをインターネットホームページ 
などで公開する場合は、善作権や肖像権に十分ご注 
意ください。 

<本留品の記録内容の控え作巧のお願い> 

©ご自分で本製品に登録された内容や、外部から本製品に取 
り込んだ内容で、重要なをのは控えをお取りください。本製 
品のメモリは、静電気•故障などの不測の要因や、修理•誤っ 
た操作などにより、記録内容び消えたり変化する場合びあ 
ります。 

&•控え作成の手段:連絡先のデータや音楽データ、撮影したフォトや 
ムービーなど、重要なデータは microSD メモ U 力ードに巧巧してお 
しでください。またはメールに添付して送信したり、バソコンに坛さ 
しておいてくだごい。ただし、上記の手段でも控えび作成でをない 
データびあります。あ5かじめ、ご了承ください。 


{なを上のごを意 
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使用例 

「 NFC / おサイフケータイ□ック」を利用する 

場合 

初期値 

1234 


使用例 

第兰ちによる au Micro に Card ( LTE ) の巧断 
巧巧を防ぐ蠕合 

初期値 

1234 


■ □ック No .( NFC / おサイフケータイ□ック） 


I ご利用いただく各種暗証を号につ 
いて 


国を種暗証を号について 

本製品をご使用いただく焉合に、各種の暗証番号をご 
利巧いただをます。 

ご利用いただく暗証番号は次の通りとなります。設定 
された各種の暗証番号は各種操作•ご契約に必要とな 
りまずので、お忘れにな日ないよラごま意 < ださい。 

■ 暗証番号 


■□ック解除用暗証番号 


使用例 

画面□ックなどの設定/解除をする場合 

初期値 

なし 


■ PIN コード 


使用例 

①お留守番サービス、着信輯送サービスを一 
般電話から遠隔操作する蠕合 
霞お宮さまセンター音声応答、 au ホームペー 
ジでの各種照会•申込•変更をする墙合 

初期値 

申込書にお客様び記入した任意の4巧の ま 号 


ま全上のご注意 
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I プライバシーをずるための機能につ 
いて 


保存されているデータのプライバシーを守るために、 
本製品には次のよラな機能び用意されています。 

• 画面□ック 

• NFC / おサイフケータイ□ック 

■ PIN コードについて 


■ PIN コード 

第三者による au Mic のに Card ( LTE ) の無断使用を防 
ぐために、電源を入れるたびに円 N コードの入力を必要 
にすることびで定ます。また、円 N コードの入力要否を設 
定する場合にを入力び必要となります。 

PIN コードは3回連続で間違えるとコードび□ックさ 
れます。□ックされた場合は、 PIN □ック解除コードを 
利用して解除でをます。 

•お買い上げ時の PIN コー问ま「1234」、入力要到が入 
力不要」に設定されていますび 、 iida Home で[設定] 
一[セキュ U ティ]一 [ au にカードロックを設定]^ 
[ au に力ードを□ック]と操作してチェックを付け 
ると、 PIN コードの入力び必要になりまず。また 、 「au 
に PIN を蜜要」をタップすると、お客さまの必要に応 
じて PIN コードを4〜8衍のお好さな番号に変更でを 
ます。 


{なを上のご注意 
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■ PIN ロック解なコード 

PIN コードび□ックされた場合に入力することで□ッ 

クを辭除でをます。 

• PIN □ック解除コードは 、 au Micro に Card ( LTE ) び 
取り付けられていたプラスティックカード裏面に印 
字されている8巧の番号で、お買い上げ時にはすでに 
決められていまず。 

• PIN □ック解除コードを入力した場合は、新しく PIN 
コードを設定してください。 

• PIN □ック觸除コードを10回達続で間違えた場合 
は、 au ショップ ‘ PiPit をしくはお客さまセンターまで 
お問い合わせください。 

•「 PIN コード」はデータの初期化を巧ってをリセット 
されません。 


巧全上のごま意 


40 


I 防水•防塵せ能に関するな意事項 

本製品はが部接続端子カバー、電池フタび完全に閉じ 
た状態で IPX が 1 相当、 IPX 7& 喘当の防水性能および 
IP 己 X & 叫目当の防塵性能を有しております(当社試験方 
まによる）。 

具体的には、雨 (1 時間の雨量び 20 mm 未満)の中、傘を 
ささずに;'!れた手で持って通話したり、お風呂やキッ 
チンなど水びある場所でちお使いいただけます。 

正しくお使いいただくために、 r ご使巧にあたっての重 
要事項」 r 快適にお使いいただくために」の内容をよく 
お読みになってからご使巧 < ださい。記載されている 
内容を守らずにご使用になると、浸水や砂•異物などの 
混入の原因となり、発熱•発火•感電•傷害•故障のおそ 
れびあ0ます。 

《1 IPX 日とは、内径 6.3 mm のノズルを用いて、約 3 m の距離か 
ら約12.日 U ットル/分の水を3分攻上注水ずるま件で、あ 
6ゆる方向からのノスルによる噴流水によっても、電話機 
としての性能を保つことです。 

《2 IPX 7 とは、常温で水道水、かつ静水の水課 1 m の水槽に静か 
に本製品をなめた状態で約30分間、水底に放置しても本体 
内部に浸水せず、電話機としての性能を保つことです。 

《3 IP 5 X とは、直径75り miU 下の塵埃（じんあい)び入った装置 
に電話機を8時間入れて攪拌(かくはん）させ、巧り出した 
ときに電話機の機能を有し、かつ安全に維持ずることを意 
味します。 


memo 


◎利用シーンは、上記条件で確認しており、実際の使巧時、す 
ベての状況での動作を保証するちのではあ0ません。お客 
様の取り扱いの不備によるが障と認められた場合は、 f 呆訟 
の対象列•となります。 


をを上のご注意 
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■ ご巧用にあたっての重ま事項 

•外部接続端デカバーをしっかり閉じ、電池フタは完 

全に装着した状態にしてください。 

-売全に閉まっていることで防水•防塵性能び発揮され 
ます。 

-本体とカバーの接輔面に微細なゴ S (髪の毛1本な 
ど）びわずかでも挟まると水や粉塵び浸入ずる原 
因となりまず。 

-手や本体び請れている状態での列部接続端子力 
バーの開閉や電池フタの取り付け/取りがしは絶 
対にしないでください。 

《列部接続端子力 J (一の閉じかたは r 列部接続端子力 y く一を 
閉じる」 （► P .61) をご参照ください。 


• 石けん、洗剤、入お剤の入った水には浸 
けないで < ださい。 



石けん/ 

巧剤/入綿 y 


• 海水、プール、温泉の中に浸 
けないで < ださい。 



海水 温泉 


•萬温 (5 で〜35む）の真水•水道水しソがの液体（アル 
コール•ジュースなど）に浸けないで < ださい。 


•砂浜などの上に直に置かないでくださ 
し、。受話□、送話□、スピーカーなどに砂 
などび入り音びルさくなったり、本体巧 
に砂などび湿入すると発熱や故障の原 
因となります。 

• 水中で使用しないでください。 

• お風呂、台所など、湿気のをい場所には長時間放置し 
なレで <ださい。 



砂/泥 






■ 快適にお使いいただくために 

•水濡れ後は本体の隙間に水びたまっている場合びあ 
ります。よく振って水を扳いてください。特に電池フ 
夕および各キー部内の水を损いてください。 

•水旅を渡を、水分び残っている場合びあります。ご使 
用にはさしつかえありませんび、濡れては困るをのの 
そばには置かないでください。また、服やかばんの中 
などを属らすおそれびありますのでご注意ください。 

•送話□、受話□に水びたまり、一時的に音び聞こえに 
<くなった場合は水抜をを行ってください。 

■利巧シーン別ま意事項 

『雨の中』： 雨の中、傘をささずに漂れた手で持って通話 

でさます。 

•雨とは、 r やや強い雨」の場合。 （1 時間の雨量び 20 mm 
未満まで） 

•ディスプレイに水滴び付着していると、タッチパネ 
J レび誤動作する場合びあります。 

•雨びかかっている最中、 本 製品に水滴びついている 
と去、または手び濡れている状態での列部接続端子 
カバーの開閉や電池フタの取り付け/取りがしは絶 
巧にしないでください。 

『シャワー』： シャワーを浴びた濡れた手で持って通話 

でさます。 

•ディスプレイに水滴び付着していると、タッチパネ 
J レび誤動作する場合びあります。 

•耐水圧設計ではないので高い水圧び直接かかるよラ 
なご使巧はしないでください。 

『巧う』：やや弱めの水琉(6リットル/分しの9で蛇□や 

シャワーより約 10 cm 離れた位置で常温(日で〜3日で) 

の水道水で洗えます。 

•耐水圧設計ではないので高い水圧を直接かけたり、 
長時間水中に沈めたりしないでください。 


をを上のご注意 
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•洗うときは電池フタをしっかり閉じた状態で、外部 
接続端デカバーび開かないよラに押さえたまま、ブ 
ラシやスポンジなどは使巧せず手で洗ってくださ 
い。 

•洗濯機や超音波洗淨機などで洗わないでください。 

•石けん、洗剤などの水道水じ(外のちのをかけたり、浸 
けた0しないで<ださい。 

『お風呂』：お 風呂で使巧でをます。濡れた手で通話でを 

ますび、湯船には浸けないでください。耐熱設計ではあ 

りません。 

•お風呂場での長時間のご使用はおやめください。防 
湿仕様ではありません。 

•温泉や石けん、洗剤、入浴剤の入った水には浸けない 
でください。また、水中で使巧しないでください。故 
障の原因となります。 

•急激な湿度変化は、結露の原因となります。寒い場所 
から暖かいお風呂場などに本製品を持ち込むとを 
は、本体び常温になってから持ち込んでください。 

•ディスプレイの内側に結露び発生した場合、結露び 
取れるまで常温で放置して<ださい。 

•テレビ(ワンセグ)を見るときは安定した場所に置い 
てご使巧ください。 

•高温のお漏をかけないで < ださい。耐熱設計ではあ 
りません。 

•卓上ホルダ(別売)をお風呂場へ持ち込まないでくだ 
さい。 

• 周囲温度日で〜3日む（ただし36む〜40むはお風呂な 
どでの一時的利用に限る）、湿度3日％〜8日％の範囲内 
で使用して < ださい。 

『キッチン』： キッチンなど水を使ラ場所でち使用でを 

ます。 

• 石けん、洗剤、調な料、ジュースなど水道水政がのを 
のをかけたり、浸けたりしないで<ださい。 

•熱湯に浸けたり、かけたりしないでください。耐熱設 
計ではありません。 
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• コン□のそばや冷蔵庫の中など、極端に局温•低温に 
なる場所に置かないで<ださい。 

•テレビ(ワンセグ)を見るときは安定した場所に置い 
てご使巧ください。 

『プールサイド』 

•テレビ(ワンセグ)を見るときは安定した場所に置い 
てご使巧ください。 

•水中で使用しないでください。故障の原因となりま 
す。 

• プールの水びかかった場合、やや弱めの水流 (6 U ッ 
トル/分未満)で常温(日む〜3日で）の水道水で洗い流 
して < ださい。 

•洗ラとをは電池フタをしっかり閉じた状態で、外部 
接続端デカバーび開かないよラに押さえたまま、ブ 
ラシやスポンジなどは使巧せず手で洗って<ださ 
い。 

■共通注意事項 

• 巧部接続端子カバー、電池フタについて 

外部接続端モカバーはしっかりと閉じ、電池フタは 
完全に装着した状態にしてください。接軸面に微細 
な(震の毛1本など）びわずかでを挟まると水や 
粉塵び浸入する原因となります。 

外部接続端子カバーを開閉したり、電油フタを取り 
がし、取り付ける際は手袋などをしたまま操作しな 
いでください。接輔面は微細な3ミ(髪の毛1本など) 
びわずかでち挟まると水やお塵び浸入する原因と 
なります。カバーを閉じる隙、わずかでち水滴•巧れ 
などび付着している場合は、乾いた清潔な巧で拭を 
取って < ださい。 

外部接続端子カバー、電池フタに冀化 • 破損びあると 
をは、防水•防塵性能を維持で去ません。これらのと 
きは、お近くの au ショップまでご連絡ください。 


I をを上のご注意 
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• 水ながび付着した場さ 

万一、水政が(海水 • 洗剤 • アルコー>1レなど)び付着して 
しまった場合、すぐに水で洗い琉してください。 

やや弱めの水流 (6 U ットル/分 UTF ) で蛇□やシャ 
ワーより約 10 cm 離れた位置で常温(日む〜35で）の 
水道水で洗えまず。 

巧れた場合、ブラシなどは使用せず、電池フタ、列部 
接続端モカバーび開かないよラに押さえなび5手で 
洗ってください。 

• 水に濡れたをは 

水濡れ後は水掠きをし、電池フタをがさないで、本 
体、電池フタとを乾いた清潔な巧でよく巧を取って 
<ださい。 

寒;令地では本体に水滴び付着していると、凍結する 
ことびあります。凍結したままで使巧すると故障の 
原因となります。水滴び付着したまま放置しないで 
ください。（本製品は、結露に関しては特別な対策を 
実施しておりません。） 

イヤホンマイク端デ部は、綿棒などの道具を使用し 
たり、巧を端モ巧部に巧し込んだりしないでくださ 
し1。防水•防塵性能び損なわれるなど、故障の原因と 
なります。 

•パッキンについて 

外部接続端デカ；く一周囲のノ 〇ッキン、電池フタのパッ 
キンは、防水’防塵性能を維持するため大切な役割をし 
ています。傷付けたり、はびしたりしないでください。 
外部接続端デカバー、電池フタを閉める隙はパッキ 
ンを幡み込まないよラご注意ください。幡み込んだ 
まま無理に閉めようとすると、パッキンび傷付を、防 
水•防塵性能び維持でさなくなる場合びあります。接 
触面に微細なゴ S (震の毛1本など）びわずかでも挟 
まると水や粉塵び浸入する原因となります。 

萬温(日で〜35む）の真水•水道水がの液体(温水や 
海水、洗剤、薬品、汗など)び付着した場合は防水性能 
を維持でさなくなる場合びあります。 
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外部接続端子カバー、電池フタの隙間に、先のとびっ 
たちのを差し込まないでください。本体び破損•変形 
したり、パッキンび傷付くおそれびあり、水や粉塵び 
浸入する原因となります。 

•防水•防塵性能を維持ずるための部品の交換について 

お近くの au ショップまでご連絡ください。 

なお、部品の交換は有償になる場合びあります。 

• 巧電について 

本体び;'!れている状態では、絶対に充電しないで< 
ださい。感電や回路のショートなどによる火ぶ•故障 
の原因となりまず。 

付属品、オプション品は防水•防塵性能を有しており 
ません。 

が部接続端子カバーを開いて充電した場合には、充 
電棲はしっかりとカバーを閉じて < ださい。外部接 
続端子カバーからの水や粉塵の浸入を防ぐため、卓 
上ホルダ(別売)を使用して充電することをおすすめ 
します。 

磊れた手で卓上ホルダ(別売)や指定の売電用機器(別 
売)に触れないでください。感電の原因となります。 

• 防水性能について 

耐水圧設計ではありませんので、高い水圧びかかる 
場所(蛇□•シャワーなど）でのご使用や、水中に長時 
間沈めることはおやめください。また、規定な上の強 
い水流(目|」ットル/分政上の水琉:例えば、蛇□や 
シャワーから肌に当てて痛みを感じるほどの強さの 
水流)を直接当てないでください。本製品は IPX 日相当 
の防水性能を有しておりますび、故障の原因となり 
ます。洗濯機や超音波洗淨機などで洗わないでくだ 
さい。 

本製品は水に浮さません。 
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• 防塵性能について 

本製品の防塵性能は IP 日 X 相当の保護度合いを保罰す 
るをのであり、砂おなどの砂の上に直接置くなどの 
利用方法に巧して保罰するをのではありません。 
塵埃び本製品に付着したと去には、ただちに水で洗 
い琉すなどして完全に塵埃を除去してからご使用く 
ださい。 

• 耐熱性について 

熱湯•サウナ•熱風（ドライヤーなど）は使用しないで 
<ださい。本製品は耐熱設計ではありません。 

• 潭撃について 

本製品は耐衝撃性能を有しておりません。落下させ 
たり、衝撃を与えないでください。また、受話□、送話 
□、スピーカーなどを綿棒やとびったちのでつつか 
ないで < ださい。本体び破損•蜜形するおそれびあ 
り、浸水の原因となります。 

■ 水に濡れたときの対処について 
本製品を水に濡らした場合、非耐水エ U アびあります 
ので、そのまま使用すると衣服やかばんなどを濡らす 
場合や音び聞こえにくくなる場合びあります。 

なの手順で乾燥させてください。 

©本体に付着した水分を乾いたタオル•巧などでよく 
拭を取ってください。 

CD 乾いたタオル•巧などを下に敷さ、2〜3時間程度常温 
で放置して乾燥させてください。 

※乾燥び不十分の墙合、音び聞こえにくくなります。十分に放置 
して乾燥させてからご使用 < ださい。 


{な全上のご注意 
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■巧電のときは 

付属品、オプション品は防水•防塵性能を有しておりま 

せん。充電時、および充電後には;欠の点をご確認くださ 

い。 

•本体び請れ ている 状態では絶対に充電し ないで くだ 
さい。感電や電子回路のショートなどによる火が•故 
障の原因となります。 

•本体び;'!れていないかご確認ください。水に漂れた 
後に充電する場合は、よく水抜ををして乾いた清潔 
な巧などで拭を取ってから、卓上ホルダ(別売）に置 
いたり、外部接続端デカノ く一を開いてください。 

•外部接続端子カバーを開いて充電した場合には、充 
電後はしっかりとカバーを閉じて < ださい。外部接 
続端子カバーからの水や粉塵の浸入を防ぐため、卓 
上ホルダ(別売)を使用して充電することをおすすめ 
します。 

•濡れた手で指定の充電用機器(別売)、卓上ホルダ(別 
売)に軸れないでください。感電の原因となります。 

• 指定の充電巧機器(別売)、卓上ホルダ(別売)は、水の 
かからない状態で使用し、お風呂場、シャワー室、台 
所、洗面所などの水回りでは使巧しないで < ださい。 
火災•感電•故障の原因となりまず。また、巧電しない 
ときでを、お風呂場などに持ち込まないでください。 
火災•感電の原因となります。 


をを上のご注意 


49 


I Bluetooth®/ 無線 LAN(W 卜 Fi®) 

機能について _ 

•本製品の Bluetooth ® 機能および無線 LAN ( Wi - Fi ®) 機 
能は曰本国内の無線規格および FCC 規格および EC 
指令に準拠し、認定を取得しています。 

•無線 LAN ( Wi - Fi ®) や Bluetooth ® 機器び使用する 
2.4 GHz 帯は、さまざまな機器び運巧されています。場 
合によっては他の機器の影響によって通信速度や通信 
距離び低下ずることや、通信び切断ずることびありま 
す。 

•電気製品 ‘ AV ’ OA 機器などの磁気を帯びているとこ 
ろや電磁波び発生しているところで使用しないでく 
ださい。 

•磁気や電気雑音の影響を受けると雑音び大去くなっ 
たり、通信びでをなくなることびあります(特に電デ 
レンジ使巧時には貢ミ響を受けることびあります)。 
•テレビ、ラジオなどの近くで使巧すると受信障害の原 
因となったり、テレビ画面び乱れることびあります。 

• 近くに複数の無線 LAN ( Wi - Fi ®) アクセスポイントび 
存在し、同じチヤンネルを使巧していると、正しく検 
索で去ない場合びあります。 

• 航空機内での使巧はできません。 Wi - R ® 対応の航空機 
内であってを、必ず電源をお切り <ださい。ただし、 
一部の航空尝社ではご利用いただける場合ちござい 
ます。詳細はご搭乗される航空会社にお問い合わせ 
<ださい。 

• 通信機器間の距離や障害物、接続する機器により、通 
信速度や通信でをる距離は異なります。 


ま全上のごま意 
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国 2.4 GHz 帯ご巧用上のミ主意 

本製品の Bluetooth ® 機能/無線 LAN ( Wi - Fi ®) 機能は 
2.4 GHz 帯を使用します。この周波数帯では、電子レン 
ジなどの家電製品や産業•科学•医療用機器のほか、ほ 
かの同種無線局、工場の製造ラインなどで使用される 
免許を要する移動体識別巧構内無線局、免許を要しな 
い特定のル電力無線局、アマチュア無線局など(攻下 
r ほかの無線局」と略す)び運用されています。 

1. 本製品を使巧する前に、近くで「ほかの無線局」び運 
巧されていないことを確認してください。 

2. 万一、本製品と「ほかの無線局」との間に電波干渉の 
事例び発生した場合には、すみやかに本製品の使用 
場所を変えるか、または機器の運巧を停止(電波の発 
射を停止）してください。 

3. ご不明な点やその他お困りのことび起さた場合は、 
au シヨップちしくはお客さまセンターまでご達絡 
<ださし、。 


memo 

© 本製品はすべての Bluetooth ® •無線 LAN ( Wi - Fi ®) 対応機器 
との接続動作を確認したちのではありません。したびって、 
すべての Bluetooth ® •無線 LAN ( Wi - Fi ®) 巧あ機器との動作 
を保証するちのではあ0ません。 

◎無線通信時のセキュ I 」ティとして、 Bluetooth ® •無線 LAN 
( Wi - R ®) の標準仕様に準拠したセキュ U ティ機能に対応し 
ておりますび、使用環境および設定内容によってはセキュ 
リティび十分でない場合び考え6れます。 Bluetooth ® •巧線 
LAN ( Wi - Fi ®) によるデータ通信を行う際はご注意くださし、。 

© 無線 LAN ( Wi - Fi ®) は、電波を利巧して情報のやりとりを巧 
ラため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続でさる利 
点びあります。その反面、セキュリティの設定を行っていな 
いときは、悪意ある第兰者により不正に侵入されるなどの 
行為をされてしまラ可能性びあります。お宮様の判断と責 
任において、セキュ U ティの設定を行い、使用することを推 
奨します。 


{なを上のごを意 
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◎ Bluetooth ® •無線 LAN ( Wi -円®)通信時に発生したデータお 
よび情報の漏洩につきましては、当社では責任を負いかね 
ますのであらかじめご了承ください。 

◎ Bluetooth ® と無媪 LAN ( Wi - Fi ®) は同じ無撒周波数帯を使 
巧ずるため、同時に使用ずると電波が干渉しをい、通信速 
度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接 
続に支障びある場合は、今お使いの目 luetoo 化®、無線 LAN 
( Wi - Fi ®) のいずれかの使用を中止してください。 

本製品の Bluetooth ® 機能および無線 LAN ( Wi - Fi ®) 機能 
は、 2.4 GHz 帯の周波数を使用します。 

• Bluetooth ® 磯能: 2.4 FH 1 
本製品は 2.4 GHz 帯を使巧します。変調方式と 
して FH - SS 変調方式を採用し、ち干渉距離は約 
10 m しソ下です。 

移動体識別装置の帯域を回避することはでさ 
ません。 

• 無線 LAN ( Wi - Fi ®) 機能: 2.4 DS 4/ OF 4 
本製品は 2.4 GHz 帯を使用します。変調方式と 
して DS - SS ち式および OFDM 方式を採用して 
います。与干渉距離は約 40 m な下です。 

移動体識別装置の帯域を回避することび可能 
です。 

利用可能なチヤンネルは、国により異なります。 

祈空機巧の使用は、事前に各航空会社へご確認、ください。 

国 SGHz 帯ごほ用上の注意 

本製品の無線 LAN ( Wi - Fi ®) 機能は日 GHz 帯を使用しま 
す。電波法により日. 2 GHz 帯および日. 3 GHz 帯の屋列利 
巧は禁止されております。 

本製品び使巧するチヤンネルは政下の通りです。 

W 日2(己. 2 GHz 帯/36, 40, 44, 48 ch ) 

W 己3(己. 3 GHz 帯/己2,己6, 6日， 64 ch ) 

W 己 6(5.6 GHz 帯 /1日日，104, 108, 112,11目，120, 
124, 128, 132, 136, 140 ch ) 


2.4DS4/0F4 


2.4FH1 


{な全上のごま意 
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I " パケット通信料についてのごを意 

•本製品は常時インターネットに接続される仕様であ 
るため、アプリなどにより自動的にパケット通信び 
行われる場合びあります。このため、ご和用の隙はパ 
ケット通信料び高額になる場合びありますので、パ 
ケット通信料定額/割引サービスへのご加入をおす 
すめします。 

• 本製品でのホームページ閱覽や、アプリなどのダウ 
ン□ー ド、アプリによる通信、 E メールの送受信、各種 
設定を行ラ場合に凳生する通信はインターネット経 
由での接続となり、パケット通信は有料となります。 

《 Wi - Fi ® 接続の場合はパケット通信料はかかりません。 


{なを上のごを意 
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I アプリケーシヨンについて _ 

• アプ U のインストールは安全であることを確認のラ 
え、自己責任において実施してください。アプ U に 
よっては、ウイルスへの感染や各種データの破壊、お 
客様の位置情報や利用履歴、携帯電話内に保をされ 
ている個人情報などびインターネットを通じてが部 
にを信される可能性びあります。 

•万一、お客様びインス I -ールを行ったアプ U などに 
より不具合び生じた場合、当社では責任を負いかね 
ます。この場合、保話期間内であってわ有償修理とな 
る場合びありますので、あらかじめご了承ください。 

• お客様びインス I -ールを行ったアプ U などによりお 
客様ご自身または第兰者への不利なび生じた場合、 
当社では責任を負いかねます。 

•アプリによっては 、 microSD メモリカードをセット 
していないと利用でをない場合びあります。 

•アプ U の中には動作中ス U —プモードに入らなく 
なったり、バックグラウンドで動作して電池の消耗 
び激しくなるをのびあります。 

•本製品に搭載されているアプ U やインス I -ールした 
アプリは、アプリのバージ ヨン アップによって操作 
ち法や画面表おび予告な<変更される場合びありま 
す。また、本書に記載の操作と異なる場合びありまず 
のであらかじめご了承ください。 


ま全上のごま意 
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ご利用の華備 


备部の名称と機能 . 56 

電池パックを取り付ける/取りがす . 58 

外部接続端デカバーを開く/閉じる . 61 

au Micro に Card ( LTE ) を取り付ける/ 

取りがず ... 62 

microSD 六モ U カードを取り付ける/ 

取がず . 64 

巧電する . 67 

電源を入れる/切る . 69 

□ツク觸除画面について . 70 
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(1) ほ知ランプ:充電状態、未確認の通知びあることをお知 
日せ 

(2) 巧センサー:周囲の明るさを検知して、画面の明るさを 
自動調節 

(3) 近接センサー:遅話中に顔などの接近を検知し、タッチ 
パネルの誤操作を防止 

(4) ディスプレイ（タッチ A ’ ネル） 

(5) 戻るキー 居]:前画面に戻る 

(6) ホームキー面： iida Home を表お 

(7) ち話□(マイク） ：通話中の相手のちにこちらの声を伝 
える 

(8) 正面カメラ 

(9) 受話□(レシー / f —) :相手の声が聞こえる 

(10) タスクキー 画]:最近使用したアプ U を表示 


memo 

©戻るキーの、ホームキー面、タスクキー画はタッチバネ 
ルを表示しないと操作でさません。 


がが 




12 3 4 


5 6 7 
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■背面 



别 au Mic のに Card ( LTE ) の取り扱いについては 、 「au Micro 
に Card ( LTE ) を取り付ける/取り外ず」 （► P . 日 2) をご 
参照ください。 

^2アンテナは、本体に内蔵されています。通話/通信品質び 
悪くなりますので、次の点にご注意ください。 

• 通話時など内蔵アンテナ部を手でおおわないでください。 
• 内蔵アンテナ部にシールなどを貼らないで<ださい。 

(11) フラッシュライト 

(12) ホかおポート 

(13) microSD メモリカードス□ット 

(14) FeHCa マーク 

(15) 卓上ホルダ用接軸端子 
。の巧部接 掃 端子 

(17) メインカメラ 
。の音量キ 

(19) ファンクションキー ！ 〇 I 

(20) スピーカー 


ご利累準橘 
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■ 上測面 


(21) — ^3 I (22) 

( 21 ) ステレオイヤホン端子 

(22) 載原キ ー r ~ c!rn 

I 電池/ X ックを取り付ける/巧り死 r 

電油パックは、本製品専巧のちのを使巧して正しく取 
り付けてください。 

memo 

◎電池フタは柔らかレため、取り外す際は無理な力を加えて 
反らせたり巧ばたりしないよラにして<ださい。 

◎電池フタを取り外ず前に、が部接続端テからケープル/ 
コードを取り列してください。 

◎本体び濡れている場合は、電池フタを取0外す前に、本体の 
7 j < 分をよくおさとってください。 

◎濡れた手で電池パックを交換しないで < ださい。 

国電池パックを取り付ける 

1 電池 フタを取り外す 

電池フタの下部にある凹部(①）に指 ( m など）をかけ 
て電池フタをかし持ち上げてから、ゆっくりと取り外 
していさます。 



ご利用の準踊 
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2 電池パックを取りがける 

電池パックの端テと本体の端子をあわせてか5、矢印 
の方向に取り付けます。 

形状を確認し、正しい向さで取り付けてください。 



3 電池フタを取りがける 

電池フタを本体に合わせ、電池フタの外周および中央 
部分を r パチッ」と音びするまでしっかりと巧して取り 
付けます。 



4 電池フタの外周および中央部分を確認し、浮きが 
あれば押し込む 

防水•防塵性能を維持するために、浮いている箇所び 
ないよラに確実に取 D 付けてください。 



ご利累準備 
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memo 

◎電池フタを正しく取り付けないと、 NFC / おサイフケータ 
イぴ使えない場合びあります。 

国電池パックを巧りかす 

電油パックを取りがすとをは、本体の電源を切ってか 
ら行ってください。 

1 電池フタを取り外す 

電池フタの下部にある凹部(①）に指(爪など）をかけ 
て電池フタをかし持ち上げてから、ゆっくりと取り外 
していさます。 



2 電池バックを取り外す 

電池パック下部にあるへこみに指 on など）をかけ、電 
池パックを持ち上げて取0がします。 



memo 


◎へこみが外の方向から持ち上げよラとすると、本体または 
電池パックの端テを破損するおそれびあります。 


ご利用の準踊 
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部巧続端子カバーを開く/巧じる 

国外 SB 巧続端子カパーを開く 

1 ミゾに指(のなど)をかけ、矢印の方向に開< 



memo 


◎カバーを強く引っ張らないよラにごを意ください。特にが 
部接続端テに接続しているケープル/コードを取り外す際 
にカバーを一緒に引っ張らないよラご注意<ださい。 

◎カバーを強く引っ張ると、カバーび変形したり、切れてし 
まったり破損の原因となります。 


!外部巧続端子カバー を閉じる 


1 カバーを矢印の方向に押し込む 



ご利累準備 
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2 矢印の方向になぞり、カバーが浮いていることの 
ないよラに確実に閉じる 

防水•防塵性能を維持ずるために、浮いている箇所び 
ないことを確認しながら確実に取り付けてくださし)。 



I au Micro に Card fLTE ) を取り 
付ける/巧り外す 


au Micro に Card ( LT 口にはお客様 
の電話番号などび記録されています。 
本製品は au Micro に Card ( LT 口 
にのみ対応しております。 au 携帯電 
話、スマートフォンと au にカードや 
micro au にカードを差し替えての 
ご利巧はでをません。 


au Micro に Card 
(LTE) 

狂] 


固 

に (金属)部分 





memo 

©au Micro に Card ( LTE ) を取り扱ラと田ま、刷璋や破損の 
原因となりますので、次のことにご注意 < ださい。 

•au Micro に Card ( LTE ) のに（金属）部分や、本体のに 
力ード巧端テにはでさるだけ幽れないでください。 
•正しい挿入方向をご確認ください。 

•無埋な取り付け、取り外しはしないでください。 

©au Mic のに Card ( LTE ) を取り付ける/取り外ず前に、外 
部接続端テからケープル/コードを取り列してください。 
©au Mic のに Card ( LTE ) を正しく取り付けていない場合 
や au Micro 1 C Card ( LTE ) に異常びある場合はエラーメッ 
セージび表示されます。 

◎取り列した au Micro 1 C Card ( LTE ) はなくさないようにご 
ミ主意ください。 

I au Micro に Card ( LTE ) を取り付 
ける 

au Micro に Card ( LTE ) の取り付けは、本製品の電源 
を切り、電池パックを取りがしてか6巧います。 

電池パックの取りがし/取り付けについては、「電池 
パックを取り付ける/取りがす」 （► P . 日 8) をご参照 
<ださい。 

1 au Micro に Card ( LTE ) のに(金属)部分を下に 
して、カチッと音がするまでまっすぐにゆっくり 
差し込む 

切り欠さの位置にごを意<ださい。 



ご利累準備 
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|au Micro に Card ( LTE ) を取り外す 

au Micro に Card ( LTE ) の取りがしは、本製品の電源 
を切り、電池パックを取りがしてから行います。 

電池パックの取りがし/取り付けについては、「電池 
パックを取り付ける/取り外す」 （► P .58) をご参照 
<ださい。 

1 au Micro に Card ( LTE ) をカチッと音がするま 
で奥へゆっくり押し込む 

カチッと音びしたら 、 au Mic のに Card ( LTE ) に指を 
添えなびら手前に戻してください 。 au Mic のに Card 
( LTE ) びかし出てさますのでそのまま指を添えておし、 
てください。強く巧し込んだ状態で指を離ずと、藝し、 
よく飛び出す可能性びありますのでご注意ください。 

2 au Micro に Card ( LTE ) をまっすぐ引き出す 



I microSD メモリカードを取り付け 
る/取り外す 

本製品には、 mic の SD メモ U 力ードや mic の SDHC メモ U 
カードを取り付けることびでさます。 

■ 巧巧上のごを意 

• mic の SD メモ U カードのデータにアクセスしている 
とさに、 microSD メモ U カードや電池パックを取り 
がしたり、電源を切ったり衝撃を与えたりしないで 
くださし、。データび壊れるおそれびあります。 


ご利用の準踊 
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• 本 製品は microSD / microSDHC メモ U 力ー ドに巧 
応しています。対応の microSD/microSDHC メモ 
リカードにつきましては、备 microSD メモリカード 
発売元へお問い合わせいただくか、 au ホームページ 
をご参照 < ださい。 

I mic の SD メモリカードを取りがける 


1 電池フタを取りかし、電池バックを取りかす 
(► P .60) 

2 microSD メモリカードの金属端子面を下にして、力 
チッヒ音がするまでまっすぐにゆっくり差し込む 



3 電池バックを取り巧け、電池フタを取りがける 
(► P .58) 


memo 


◎ microSD メモ U 力ードには、表裏/前後の区別びあります。 
無理に入れよラとすると取り外せなくなったり、破損ずる 
おそれびあります。 

◎ microSD メモ1」力ードの端モ部には關れないでください。 


ご利累準備 
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画 microSD メモリカードを巧りがす 

microSD メモ U 力ードを取りがす前に、 microSD メモ 
U カードのマウントを解除してください。 

1 iida Home で臨定]一[ストレージ]一 [ SD 力ード 
のマウント解除] 

マウント解除の確認画面が表示された場合は、 roKj 
をタップします。 

2 本製品の電源を切り、電池フタを取り外して、電池 
バックを取り外す （► P .60) 

3 microSD メモリカードをカチッと音がするまで 
奥へゆっくり押し込む 

カチッと音びしたら、 mic の SD メモ U 力ードに指を添 
えなび5手前に戻してください 。 microSD メモ U 力一 
ドびかし出てさますのでそのまま指を添えておいて 
ください。強く巧し込んだ状態で指を離ずと、藝いよ 
く飛び出す可能性びありますのでご注意ください。 

4 microSD メモリカードをまっすぐ引き出す 



5 電池バックを取りがけ、電池フタを取り付ける 
(► P .58) 


memo 


◎ microSD メモ U カードを無理に引を巧かないでください。 
故障 • デー■夕消失の原因となりまず。 

◎ microSD 文モリカードにインス I ルされたアプリは、 
microSD メモ U 力ードを巧りがすと利用でさません。 


ご利用の準踊 
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I 充電する 

お買い上げ時、電池パックは十分に充電されていませ 
ん。必ず充電してからお使い < ださい。 


memo 

©ご利用可能時間については、 r 主な仕様」 （► P .111) をご参 
照ください。 

I 指定の充電用機器(別売）を直巧本巧 
に巧続して充電する 


共通 AC アダプタ04(別売）を使って充電する方法を説 
日月します。 

• 指定の充電用機器(別売）については、「周辺機器ので 
紹介」 （► P .102) をご参照ください。 

1 外部接続端子カバーを開け (①) 、共通 AC アダプタ 
04( 別売)の microUSB プラグを差し込む 做） 

microUS 目プラグと外部接続端テのあ状を確認し、 
まっすぐに差し込みます。 



ご利累準備 


• お使いの AC アダプタによりイラストと形状び異な 
ることがあ0ます。ご了承 < ださい。 
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共通 AC アダプタ04(別鼠の電源プラグをコンセ 
ントに差し込む 



充電中は通知ランプび赤色に点灯し、充電中アイコン 
( El ) びステータスバーに表示されます。充電び完了 
ずると、通知ランプび緑色に点打し、フル充電アイコ 
ン （ D ) び表示されます。 

充電が終わったら、共通 AC アダプタ04(別売)の電 
源プラグをコンセントから巧く 
共通 AC アダプタ04(別鼠の microUSB プラグを 
持ってまっすぐ引き巧き、外部接続端子カバーを 
閉じる 

• 防水•防塵性能を維持するために、が部接続端モカ 
バーは確実に閉じてくださし )（► P .61)。 










[電源を入れる/切る 


■電源を入れる 


1 r ^ irn を約2巧な上長押ししてバイブレータが振 
動したを離す 

しばらくすると、 n ック解除画面び表示されます 
(► P .70)。 


memo 


◎初めて電源を入れたときは、初期設定ウィヴードび起動し 
ます。詳しくは、同捆の r 設定ガイド』をご参照ください。 

国電おを切る 

1 ロック稱除画面が表示されているときは□ックを 
解除する （► P .70) 

2 を約2巧な上長押しする 

携帯電話オプシヨン画面び表示されます。 

3 [電源 OFF ] 


memo 


◎ 携帯電話オプシヨン画面で[再起動]^ [再起動]と操作する 
と、すべてのアプリを終了して本製品を再起動することび 
でさます。 

再超動すると、保存していなレデータは消去されますので 
ごを意 < ださい。 


ご利累華備 
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f ロック解な画面について 

□ック解除画面び表おされたと去は、出を上方向にス 
ライドすると、 □ ックび解除されます。 



《□ッ ク 解除画面》 



memo 


◎り] W かのアイコンを上ち向にスライドすると、そのアプ U 
び起動します。 

◎画面下部（ドック）に表おするアイコンは変更することびで 
さます。 











基本操作 


ホ——ム画 [^1 し—-^し、て . /と 

本製品の状態を知る . 81 

分ニューを表おする . 83 
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I ホーム画面について 

ホームには iida Home、widget Home、List View の 
3 種類の画面びあります 。 iida Home にはアプ U や 
シヨートカツトなどを、 widget Home には ウイジエツ 
卜を貼り付けることびできます 。 List View は备種アプ 
U や音楽、動画、書籍などのデータを起動することびで 
去ます。 

ホーム画面は左ちにフ U ツクして切り曽えることびで 
さます。 



ホーム面面の種類 

概要 

iida Home 

アプリやショートカットわりくネルで表示 
されます。パネルをタップすると、アプ U 
び起動します。パネルは大ささを変更し 
たり、追加したり、移勘したりできるの 
で、お好みの配置にカスタマイズするこ 
とびでさまず。 

widget Home 

ウイジェットび表示されます。カレン 
ダーやプックマーク、 au ウイジ:!：ットな 
どを配置しておけば 、 widget Home 上で 
情報を確認することびでさます。また、テ 
ヴリングや Wi - F し GPS などのウイジェッ 
卜を配置しておけば、ワンタッチでオン 
/オフを切り替えることびでをます。 













ホーム 画面の種類 

概要 

List View 

各種アプ U や音楽、勘画、書籍などのデ ー 
夕びカテゴリで表示されまず。 

アプ U や各種データをタップすると、ア 
フ U を起動したり、再生することびでき 
ます。 


memo 

©List View は non を巧してち表示することびでさます。 


I iida Home を巧用する 


■ iida Home の見かた 

アプ U やショートカツトなどびセクションごとにパネ 
ルで表示されまず。パネルを選択して、アプリを起動で 
をます。 



(iida Home) 


①ステータスバー:通知アイコンと ステー タスアイコン 
び表おされまず （► P .81)。 ステータスバーを下ち向 
にスライドすると、通知バネルを開くことびでさまず 
(► P .82)。 

霞バネル:タップするとアプ U び起動します。また、写真や 
情報などを貼り付けることびできます。 
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③ 七クシヨン パー:アプリやショートカットのセクション 
を示すバーです。タップするとセクション名を編集でを 
ます。□ングタッチするとセクションバーの一覧び表示 
され、そのままドラッグして指を離すと、セクションバー 
を並べ替えられます。 

雷 七クシヨン開閉ボタン： タップずるたびに、セクション 
ノく 一び 開閉します。 


◎面を□ングタッチして 「 Google 」 までドラッグすると、 
Google 検索び起動します。 


■ パネルを追加する 

1 iida Home でピンチアウトまたは空いている場巧 
をロングタッチ 

ピンチアウトとは、2本の指で画面に触れたまま指を 
開 < 操作です。 

ホームにノ f ネルを追加画面び表示されます。 



2 追加するパネルの種類をタップ 


セクションバー 

セクションバーを追加して、アプリを 
グループで管理でさます。 

デコレーション 

パネル 

お好みのデコレーション y くネルを追加 
します。 


甚本操作 
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世界時計パネル 

選択した都市の時計を追加します。 

アラームパネル 

アラームを追加します。 

メモバネル 

^モアプ IJ で作成した乂モを追加しま 
す。 

写真パネル 

ギャラ1」 一 にお存されている静止画を 
追加します。 

写真バネル 
(アルバム） 

ギャラ1」 一 にお存されている静止画の 
アルバム/イベントを追加します。 

音楽アルバムバ 
ネル 

LISMO 円 ayer または USMO unlimited 
の楽巧アル J ':ムを追加します。 

音楽プレイ1」ス 
トパネル 

LISMO 円 aye ぽたは USMO unlimited 
のプレイリストを追加します。 

書籍パネル 

プックパスの電モ書籍を追加します。 

とちだちパネル 

連絡先に登録している相手を追加しま 
す。 

Facebook パネ 
ル(テキスト） 

Facebook を追加して、更新内容を確 
認でさます。 

Facebook パネ 
ル指真） 

Facebook の Photo stream で管理し 
ている画儘を追力日します。 

Twitter / 巧■ル 
(テキスト） 

Twitter を追加して、更新内容を確認で 
をます。 

Twitter / 巧ル 
泻真> 

Twitter の Photo stre 加 n で管理してい 
る画像を追加します。 

Fronds Note バ 
ネル(テキスト） 

Friends Note を追加して、更新内容を 
確認でをます。 

Friends Note 
パネル泻真） 

Friends Note で管理している画像を 
追加します。 

プック マーク 

Google Chrome またはブラウヴの 
プックマークを追加します。 

経路とナビ 

指定した目的地までの Google ナビを 
追加します。 

設定をシヨート 
カットとする 

設定メニューの項目を追加します。 

Gmail のラベル 

Gmail のラベルを追力日します。 



3 サィズを選ぉ^配置するデータを選巧 

サイズを選択しない項目ちあります。 
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4 配置する位置へバネルをドラッグして、指を離す 
■ パネルを巧動する 
1 iida Home でパネルをロングタッチ 

2 移動する位置へドラッグして、指を離す 

パネルを n ングタッチずると、すべてのセクション 
バーび開きます。そのまま任意のセクションバー内に 
ドラッグして指を離すと、そのセクションにパネルび 
移動します。 

■ パネルの表示サイズを巧をする 

1 iida Home でサイズを変更できるバネルをロング 
タッチ 

注意画面び表示された場合は roK 」 をタップします。 
サイズを変更でをるバネルび点滅します。 

2 サイズを変更するバネルをタップ 

タップするたびにパネルのサイスび蜜要されます。 

3 E 

■ パネルを削なする 

1 iida Home でパネルをロングタッチ 

2 そのまま指を離さず、バネルを画面右端にドラッ 
グして「鼠」を表示させ、指を離す 

3 [はい] 


冨本操作 
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■ iida Home の各種設定を巧う 

1 iida Home で[設定 ]— [iida Home 設定] 

2 設定する項目をタップ 


テーマ 

ノ くネ J レの背景画像を変更することび 
で舌ます。 

Google 検索表お 

Google 検索ボックスを iida Home 
に表示するかどラかを設定します。 

アニメーション 

効果 

アニメーシヨン効果の有効/無効を 
設定します。 

利用許諾 

iida UI の利用許諾を確認でをます。 

壁紙 

widget Home および□ック画面の壁 
紙を、あらかじめ登録されている画儘 
やギヤラリーに保をされている画像 
に変更します。 

クイックチップ 
を表巧する 

クイックチップの表お/非表示を設 
定します。 


■ widget Home を利用する 


■ウイジェットを追加する 

1 widget Home でピンチアウトまたは空いている 
場所をロングタッチ 

ピンチアウトとは、2本の指で画面に触れたまま指を 
開 < 操作でず。 

空いている場所を n ングタッチした場合は、「ウイ 
ジェットを追力山をタップします。 

2 追加したいウイジェットをロングタッチ 

3 配置する位置へドラッグして、指を離す 

ウイジェットによっては、名称などの設定び必要な場 
合びあります。 
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■ウイジェットを巧動する 

1 widget Home でウイジェットをロングタッチ 

2 移動する位置へドラッグして、指を離す 

■ウイジェットを削なする 

1 widget Home でウイジェットをロングタッチ 

2 そのまま指を離さず、バネルを画面右端にドラッ 
グして「鼠」を表示させ、指を離す 

■ List View を巧用する 


■ List View のちかた 


各種アプ U や音楽、動画、書籍などのデータびカテニ n 」 
で表示されます。カテニ nj をタップすると、そのカテづ 
U のアプ U や各種データび表おされます。アプ U や各 
種データをタップすると、アプリを起動でをます。 



(List View) 



① コントロールポタン 

ListView トップ : List View のトップに戻ります。 
ショートカットに追加: 表示中のページにショートカッ 
卜のスターを付けます。スターを付けたぺージは、カテゴ 
I」の r ショートカット」に表示されます。 

並べ替え: アプ1」およびデータをを前順や新しレ順、ちい 
順、種類順などにがべ替えます。 















⑤ カテゴリー質丄 ist View のカテコ U び一覧で表示されま 
す。カテ ITU をタップすると、アプ U や各種 デー タび表示 
されます。 


③ アプリ/さ種データー覧: 選択したカテゴリのアプ U や 
各種データび一覧で表示されます。アプリや各種データ 
をタップすると、アプリび起動します。 




memo 


周1 〇 1を巧しても， List View を表示で开ます。 



■ カテゴリにアプリを追加する 

1 List View でカテゴリをタップ 

2 [+ リストを追加] 

3 追加するアプリをタップ 
memo 

©カテ ziu によってはアプリを追加でをない場合がありま 
す。 

■ カテゴリからアプリを削なする 

1 List View でカテゴリをタップ 

2 削除するアブリをロングタッチ 

3 [ OK ] 

memo 

◎あらかじめ設定されているアプ U は削除でをません。 
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■主なアプリについて 


アイコンち 

mm 

時計 

巧巧時計、アラーム、ストップウォッチ、タイ 
マーとして利用でさます。 

天気 

設定した地域の天気を確認でさます。 

カレンダー 

カレンダーの表示や予定の登録びでをます。 

カメラ 

静止画や動画を撮影でさます。 

写真 

画豫や動画の共有や一覧表示、画撒の編集な 
どの操作ぴでさます。 

電話 

電話をかけることがでさます （► P .94)。 

E ^— ル 

E ^— ル (@ ezweb . ne . jp ) のアドレスを利用 
してメールの送黃信びでをます。 

SMS 

電話番号を宛先としてメールの送受信びでを 
ます。 

プラウヴ 

Web ページを閲覧でをます。 

Play ストア 

Google 円 ay を利巧でをます。 

設定 

設定メニューを表おします （► P .98)。 

マップ 

現在地の表示/他の場所の検索/経路の検索 
などび巧えます。 

YouTube 

YouTube を利用でさまず。 

Facebook 

Facebook のサービスを利巧でさます。 

Twitter 

Twitter を利用して、ツイートを投稿したり、ほ 
かの人のツイートを読むことがでをます。 

GREE 

GREE で提供しているゲームやコンテンツを 

マー ケット 

探すことびでをます。 
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製品の巧態を知る 

国アイコンの見かた 

画面上部の ステータスバーには 本製品の状態を示すア 
イコンび表示されます。 

ステータスアイコン 


■主な通知アイコン 


アイコン 

概要 

H 

不在着信あり 

a 

発信中、通話中、着信中 

図 

新着 Gmail あり 

因 

新着 SMS あり 


■主な ステー タスアイコン 


通知アイコン 



アイコン 

概要 

の 

電波状態 

国 

圏外 

B 

機内モード 

国 

パケット通信 ( LTE ) 状態 

M 

パケット通信 (3 G ) 状態 

国 

無線 LAN ( Wi - Fi ®) の電波が態 

国 

電池レベル 

画 

充電中 

画 

マナーモード 
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国巧知パネルについて 

ステータスバーに通知アイコンび表示されたとをは、 
ステータスバーを下方向にスライドすると通知パネル 
を開 < ことびでをます。 



① 通知 ミ 肖去: 通知を消去します。ただし、通知内容によって 
は消去できない場合びありまず。 

霞 設定: 設定^ニューび表おされます （► P .98)。 

感 お知5せエリア: 通知によっては、タップずるとその通知 
に関連ずる情報び表示されまず。 

這} 閉じるバー: 上方向にスライドすると通知バネルを閉じ 
ることびでをます。皮)をタップしてち、通知パネルを閑 
じることびでさます。 


昼本操作 
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I メニューを表示する 

画面に表おされる r メニュー」や 「 H 」 をタップします。 
《画面によって表示は異な0ます。 



なお、アプ U によっては画面下部にメニューバーび表 
示される場をびあります。 



《メ ニューバーの 例》 








碁本操作 
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au 炎害が策アプ y 


au が害対策アプ U を利用する . 86 

災害用伝言板を利用する . 87 

緊急速報メールを利巧する . 88 

災害巧音声お届けサービスを利巧する.. . 90 
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lau 災害が策アプリを利用する 

au 災害対策アプ U は、災害巧伝言板や、緊急速報メール 
(緊急地震速報、災害 • 避難情報、津波警報)、災害用音声 
お届けサービスを利用でをるアプ IJ です。 


1 


iida Home で [ au 災害対策] 

au 災害が策メニューが表おされます。 


乂»巧6舍坦 


J SCSii>- ル 

中主 が 

A か ! •WMIM。,". 

mimt l/USM ， 石田けーピ , 

0 .^^ •巧。 


( au 災害対策メニュー》 










f 災害用伝言巧を利用する 

災害巧伝言板とは、震度目弱程度しソ上の地震などの大規 
模災害発生時に、被災地域のお客様び LTE NET 上から 
自己の安否情報を登録することび可能となるサービス 
です。登録された安否情報は au 電話をお使いのちのほ 
か、他社携帯電話やパソコンなどからわ確認していた 
だくことび可能でず。 

詳しくは、 au ホームページの「災害用伝言板サービス」 
をご参照 < ださい。 


1 au 災害対策メニューで[災害巧伝言板] 


画面の指示にがって、登録/確認を行ってください。 


memo 


◎安否情報の登録を行ラには、 E メールアドレス(〜 ezweb . 
ne . jp ) び必要です。あらかじめ、 E メールアドレスを設定し 
ておいてください。 E ^— ルアドレスの設定について、詳し 
くは同個の r 設定ガイド』をご参照ください。 

◎無線 LAN ( Wi - Fi ®) 接続中は、削除および安否お知らせメー 
ルの設定変更はご利用いただけません。 

©当社は、本サービスの品質を保記するものではありません。 
本サービスへのアクセスの集中や設備障害に伴ラ安否情報 
の登録にかかわる不具合、ま否情報の破損、滅失などによる 
損害または登録されたま否情報に起因する損害につきまし 
ては原因の如何によ6ず、一切の責任を負いかねます点、ご 
了解のラえご利用ください。 
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t 緊急速報メールを利用する 

緊急速報;><ールとは、気象庁び配信する緊急地震速報 
や津波警報、国や地方公共団体び配信するが害•避難情 
報を、特定エ IJ アの au 電話に一まにお知日せするサー 
ビスです。 

《お買レ上げ時は、緊急速報メール(緊急地震速報および災害- 
避難情報)の「受信設定」は「受信する」に設定されています。津 
波警報の受信設定は、災害•避難情報の設定にてご利巧いただ 
けます。 

緊急地震速報を受信した焉合は、周囲の状況に応じて 
身の安全を確保し、状況に応じた、落ち着きのある行動 
をお願いいたします。 

津波警報を受信した時は、直ちに海岸から離れ、高台や 
頑丈な高いビルなど安全な場所に避難して<ださい。 

1 au 災害対策メニューで[緊急速報メ ール] 

受信ボックスび表示されます。 

確認したいメールを選択すると;^ールの詳細を確認 
でさます。 


memo 


◎ 緊急速報メール受信時は、専用の警報音び鳴動します。警報 
音は変更でさません。 

◎緊急地震速報とは、最大震度日弱け上と推定した地震の隙 
に、強い揺れ(震度 4 J ツ上)び予測される地域をお知らせする 
をのです。 

◎地震の凳生直後に、震源近 < で地震 ( P 波、初期微動）を 
キヤツチし、位置、規模、想定される揺れの強さを自動計算 
し、地震による強い揺れ ( S 波、主要動)び始まる数秒〜敎十 
秒前に、可能な限り素早くお知らせします。 

◎震源に近レ地域では、緊急地震速報び強い揺れに間に合わ 
ないことびあります。 

© 津波警報とは、気象庁から配信される津波警報(大津波、津 
波)を、対象沿岸を含む地域へお知らせするちのです。 


auin 対策アプリ 
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◎災害•避難情報とは、国や自治体から配信される避難勧告や 
避難指示、ち種警報などの住民の安全にかかわる情報をお 
知らせずるちのです。 

◎日本国内のみのサービスです(ミ毎列ではご利巧になれません)。 

©緊急速報メールは、情報料•通信料とを無料です。 

© 当社は、本サービスに関して、通信障害やシステム障害によ 
る情報の不達•遅延、および情報の内容、その他当社の責に 
帰すべからざる事由に起因して発生したお客様の損害につ 
いて責任を負いません。 

◎気象庁び配信する緊急地震速報や津波警報の詳細について 
は、気象庁ホームぺージをご参照ください。 

http://www.jma.go.jp/ 

◎電源を切ってレるときや通話中は、緊急速報メールを受信 
でをません。 

© SMS / E 文 一 J レ送受信時やブラウヴ利用時などの通信中で 
あったり、サービスエ1」ア内でも電波の届かない場所（トン 
ネル、地下など)や電波げ態の悪い場所では、緊急速報メー 
ルを愛信できない場合びあります。 

◎受信に失敗した緊急速報；>^ールを、再度受信することはで 

さません。 

◎テレビやラジオ、その他伝達手段により提供される緊急地 
震速報とは配信するシステムび異なるため、緊急地震速報 
の到達時刻に差異げ生じる場合びあります。 

©お客様の現在地と異なる地域に関ずる情報を受信する場合 
びあります。 
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I 災害用音声お届けサービスを利用 
する 

災害用音声お届けサービスとは、大規模災害時にス 
マートフォンで音声を録音し、安否を届けたい方へ音 
声メッセージとしてお届けするサービスです。 

1 au 災害対策メニューで[災害用音声お届けサービ 
ス] 

が害用音声お届けサービス画面び表示されます。 

1音声を送る(送信》 


1 災害用音声お届けサービス画面で[声をお届け]^ 
①お届け巧を選択&^霞お届けしたい声を録音す 
る 

《お届け先は、電話帳からち選択可能です。 

■音声をまけ巧る语信） 


■ 音舌メッセージび届いたことび、ポップアップ画面も 
Iしくは、 SMS で通知されます。音声六ッセージを受信 
I (ダウン□-ド）し、再生することで、聞くことびできま 
巧 

f • 受け取る巧手び災害巧音声お届けサービスに対応し 
^ た au が害対策アプ U を立ち上げていないスマート 
フオンや、 au 携帯電話の場合、 SMS でお知らせしま 
す。 

• SMS で通知された場合、 au 災害対策アプ U に情報は 
保存されません。 


memo 


◎音声メッセージの送受信は、 LTE /3 G ネットワークのみで 
利巧可能です。無線 LAN ( Wi - Fi ®) 通信などは無効にしてご 
利用 < ださい。 

◎音声メッセージは最大30秒の録音び可能でず。 
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◎ au 携帯電話間のみ、音声メッセージのやりとりび可能です 
(他通信事業若の携帯電話との相互利用は2013年春け降を 
予定しています)。 

◎ メディアの音量をかさくしている、ちしくはマナーモード 
に言受定している場合、音声を聞を取れない場合びあ0ます。 

◎本体(メモリ）に空き容量びない場合は、音声メッセージび 
保を’再生できない摇合びありまず。 

©音声メッセージの夏信に対応していない端末びあります。 
詳しくは au ホームページをご覧ください。 
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電話 


電話をかける . 94 

電話を受ける . 96 

自分の電 i ま番号を確認する . 96 
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I 電話をかける 

電話画面で電 i 舌番号を直接入力して電話をかけます。 

1 iida Home で[電話] 

2 ダイヤルボタンをタツブして相手の電話を号を入 
力する 

一般電話へかける場合には、同一市内でち市外局番か 
ら入力してください。 

3 [ダイヤル]一通話一[通話を終了] 


memo 


◎電話番号を間違えたとさは、 r 田」をタップして番号を1巧 
ずつ消去します。 r 田」を□ングタッチすると、入力した番 
号びすべて消去されます。 

◎通話中に歯または面をタップすると、通話したまま iida 
Home に戻ります。通話中の画面を再表示するには 、 iida 
Home で r 電話」をタップするか、ステータスバーを下方向 
にスライドする^通話の情報をタップします。 


■ ■ 巧急巧巧位置巧巧について 

本製品は、警察 • 消防機関 • 海上保安本部への緊急通報 
の隙、お客様の現在地 (GPS 情報)び緊急通報先に通知 
^されます。 

話 memo - - 

©警裏り 10) •消防磯関 （11 日）•海上イ呆安本部り 18) について、 
ここでは緊急通報费理概関と記載します。 

©本機能は、一部の緊急通報受理機関でご和巧レただけなし、 
場合をお0ます。 

©緊急通報番号（110、119、 118) の前にり84」を付加した場 
合は、電話番号と同様にお客様の現在おを緊急通報受埋機 
関に知らせることびでをません。 
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◎ GPS 衛星またはき地局の信号による電波を受信しづらい、 
地下街•建物内•ビルの陰では、実際の現在地と異なる位置 
び、緊急通報黄理機関へ通知される場合があ D ます。 

© GPS 測位ち法で通知できない墙合は、基地局信号により、通 
知されます。 

◎緊急通報位置通知は、日本国内のサービスです。海外では利 
用でさません。 

© 警察•消防機関 • 海上保安本部への緊急通報の際には、必ず 
お客様の所在地をご確認のラえ、□頭でを正確な住所をお 
伝えくださいますよラお願いし'!たします。なお、おかけに 
なった地域によっては、管碧の通報先に接続されない場合 
びあります。 

© 緊急通報した際は、通話中ちし < は通話切断後一定の時間 
内であれば、緊急通報受理機関び、人の生命、身体などに差 
し迫った危険びあると判断した場合には、発信ちの位置情 
報を取得する場合びあります。 


■ 履歴を利用して電話をかける 

通話履歴から電話をかけられます。 

1 iida Home で[電亂—随話履歴] 

2 電話をかける巧手をタップ^る話^[通話をぉ了] 


memo 


◎ 通話履歴画面で「通話履歴▼」をタップすると、通話履歴を 
種類別に表示でをます。 

◎通話履歴を□ングタッチずるとオプションメニューび表示 
され、詳しい通話履歴の表示や通話履歴の削除、連絡先の表 
示などび行えます。 







I 電話を受ける 

着信びあると画面にメッセージび表示され、応答する 
か、拒否するかを選択することびでをます。 

1 着信中に[電話に出る] 

ス1」ープモード中の着信に応答する場合は、「応答」を 
上ち向にスライドします。 

2 通話一[通話を終了] 


memo 


◎着信を拒否するには「拒否」をタップします。 

スリープで— ド中の着信を拒否する場合は、「拒否」を上ち向 
にスライドします。 

◎着信音を一時的に消すには、 T 7\ I またはを巧します。 
ディスプレイを下向さにしてち着信音を消すことびでをま 
す。 

かかってをた電話に出なかった場合は 

◎ステータスバーに ra 」 び表示されます。 



話 


自分の電話を号を巧認する 


iida Home で[設定]一[バージョン情漸一[電話 
10]^「電話を号」を巧認 
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機能設定 


設定メニューを表术する . 98 
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t 設定メニューを表示する 

本製品の各種機能を設定、管理します。無線 LAN 
( Wi - Fi ®) 機能やセキュリティなどの設定も、ここから 
操作します。 


1 iidaHome で[設定] 


項目 

設定内容 

機内モード 

通話、パケット通信 ( LTE /3 G )、 無線 LAN 
( Wi - Fi ®) 機能、目 luetooth ® 機能などの通 
話•通信概能をすべてオフにします。 

Wi-Fi 

家庭内で構築した無線 LAN ( Wi - Fi ®) 環境 
や、が出先の公衆無線 LAN 環境を利用し 
て、インターネットに接続でをます。 

Bluetooth 

本製品の目 luetooth ® 機能を利巧して、近 
くにある Bluetooth ® 対応機器と無線で 
データをや D と!3でさまず。 

モパイルデータ 

バケット通信 ( LTE /3 G ) の設定を切り替 
えたり、ミ毎夕1利用に関する設定をします。 

詳細 

NFC / おサイフケータイ®などにつし、て 
設ちします。 

iida Home 設定 

バネルの背景画儘や widget Home 、 □ッ 
ク画面の壁紙、 Google 検索ボックスの表 
お/非表示などを設ちします。 

□ック 画面の 
シヨー トカット 

ロック画面のショートカットに割り当て 
るアプ U を設定でさます。 

アカウントと同期 

オンラインサービスのアカウントの設定 
や、データの自動同期について設定しま 
す。 

位置情報 

Google の位置情報サービスや GPS 機能 
のオン/オフなど、位置情報 ( GPS 情報） 
について設をしまず。 

セキュリティ 

画面□ツクや au Micro 1 C Card ( LTE ) の 
PIN コードなど、セキュ1」テイについて設 
XEu ま-日。 

ューけ一補助 

ユーヴーの操作に音や振動で反応するサー 
ビスを有効にしたり、で通話を終了 
する設定などを巧^います。 


機能設定 
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項目 

設定内容 

バックアップと 

本製品の設定のバックアップについて設 

u セット 

定したり、本製品を初期化したりでをま 
す。 

ディスプレイ 

画面の明るさや文字サイズ、ス1」ープま 
での時間など、画面表示について設定し 
たり、本製品の角度を検出ずる G-Sensor 
を調節しまず。 

Beats Audio 

Beats Audio のオン/オフを切り替えら 
れます。 

※イヤホン(別売)を接続しているときに 
切り替えられます。 

サウンド 

マナーモードや着信音など、音やバイプ 
レータについて設定します。 

通話設定 

au のネットワークサービスなど、通話に 
ついて設定しまず。 

アプリケーション 

アプ U の管理を行いまず。 

ストレージ 

本体^モ U や microSD メモ U カード 
の空き容量などを確認でをまず。また、 
microSD メモリカードのマウント/マウ 
ント解除やデータ消去をすることをでき 
ます。 

電源 

電池残量を確認したり、電池を使巧して 
いるアプ IJ を確認でさます。 

言語とキーボード 

表示言語やで字入力について設定しま 
す。 

曰時設定 

曰付と時刻の表示形式やタイムソーンを 
設定しまず。 

開発者向け 
オプション 

本製品の開発ち向け機能を利用します。 

バージョン情報 

本製品のバージョンなどの情報を確 
認したり、ソフトウェアを更新します 
(► P .104)。 
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I 周辺機器のご紹介 

■ 電池パック （ HTX 21 UAA ) 

■ 卓上ホルダ ( HTX 21 PUA ) (別売） 

■ au キヤリングケース F ブラック (0105 FCA ) (別売) 



■ 共通 AC アダプタ 04(0401 PWA ) (別売) 



※お使いの AC アダプタによりイラストと形状び異なること 
び技 D ます。 

共通 AC アダプタ 03(0301 PQA ) (別売） 

共通 AC アダプタ03ネイビーの301 PBA ) (別売） 
共通 AC アダプタ03グリーン (0301 PGA ) (別売） 
共通 AC アダプタ03ピンク (0301 PPA ) (別売） 

共通 AC アダプタ03ブルー (0301 PLA ) (別売） 

AC AdaoterJUPITR 旧(ホワイト) ( L 02 P 001 W ) (別売) 
AC Adapter JUPITR 旧(レッド) ( L 02 P 001 R ) (別冠 
£ AC Adapter JUPITR 旧(ブルー) （ L 02 P 001 L ) (別売） 

■ AC Adapter JUPITR 旧（ピンク） （ L 02 P 001 P ) (別売) 

■ AC Adapter JUPITRIS (シヤンノ くンゴ ー J レド） 

■ ( L 02 P 001 N ) (別売） 
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■ 共通 DC アダプタ03(03〇 1 PEA ) (別売） 

■ ポータブル充電器 02(0301 PFA ) (別売） 

■ mic の USB ケースレ01 (0301 HVA ) (別売） 

mic の USB ケースレ01ネイビー (0301 HBA ) (別売) 
mic の USB ケースレ饥グリーン (0301 HGA ) (別売） 
mic の USB ケースレ01ピンク (0301 HPA ) (別売） 
microUSB ケースレ01ブルー (0301 HLA ) (別売） 


memo 

◎最新の対応周辺機器につきましては、 au ホームページ 
( http :// www . au . kddi . com /) にてご確認いただくか、お宮さま 
センターにお問い合わせ<ださい。 

©本製品は、 ASYNC/FAX 通信は非対応です。 

©周辺磯器は、 au オンラインショップからご購入しホ:だけます。 

http :// auonlineshop . kddi . com / 


[巧 障とおをえになるおに 


故障とお考えになる前に次の内容をご確認ください。 


插状 

チェックする 箇所 

参照 巧 

電源び入らない 

• 電池パックは充電されています 
か？ 

• I 受 I を長押ししていますか？ 

• 電おパックは正しく巧り付けら 
れていますか？ 

• 電池パックの端テび巧れていま 
せんか？ 

端テび巧れている場合は、乾いた 
綿棒などで掃除して < ださい。 

P. 己 8 

P.67 

P.69 

電源び勝手に切 
れる 

• 電池び切れていませんか？ 

P.67 

充電がで走ない 

• 電池パックは正しく取り付けら 
れていますか？ 

• 指定の充電用機器(別売）は正し 
<取り付けられていますか？ 

P. 己 8 

P.67 
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を巧 

チェックする箇所 

参照巧 

電池バックを利 
用で舌る時間び 
短い 

• 十分に充電されていまずか？ 

• 「国」（圏が)び表示される場所で 
の使用びを<ありませんか？ 

• 電池パックび寿命となっていま 
せんか？ 

P .34 

P .67 

タッチバネルで 
意図した通りに 
操作でをない 

• 手袋などをしたままで操作して 
いませんか？ 

• m の先で操作したり、異物を狭ん 
だげ態で操作したりしていませ 
んか？ 

• 電源を切り、ちう一度電源を入れ 
直してみて < ださし、。 

P .69 

ディスプレイの 
照明びすぐにミ肖 
是る 

• 一定時間操作しなかったとさは、 
電池残量を節約するために自動 
的に画面の表示び消えます（ス 
リープモート J 。 


相手のちの声び 
聞こ元ない 

• を話音量び最小に設定されてい 
ませんか？ 

• 受話□を耳でふさいでいません 
か？受話□びちの巧に当たるよ 
ラにしてください。 

P . 己6 

P . 己7 


さらに詳しい内容については、し U 下の au ホームぺージ 
の au お客さまサポートでご案内しております。 

http://cs.kddi.com/support/komatta/kosho/index.html 


[ソフトウェアを ま新する 


■ ご利用上のを意 

• ソフトウエア更新時のデータのダウン□ー ドには、 
Wi-Fi® 機能、およびパケット通信 (LTE/3G) び使用 
付 でさまず。 

録•パケット通信 ( LTE/3G) を利用して本製品からイン 

I ターネットに接続するとさ、データ通信に課金び発 
生します。 

• ソフトウエアの更新にかかる情報料は無料です。 
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• ソフトウェアの更新び必要な場合は、 au ホームペー 
ジなどでお客様にご案内させていただきまず。詳細 
内容につきましては、 au ショップちしくはお宮さま 
センター （1 日7/通話料無料）までお問い合わせくだ 
さい。また、本製品をより良い状態でご利巧いただく 
ため、ソフトウェアの更新び必要な本製品をご利巧 
のお客様に、 au からのお知らせをお送りさせていた 
だ < ことびあ D ます。 

• ソフトウてア更新には、時間びかかる焉合びありま 
す。更新び完了ずるまで、本製品は使巧でをません。 

• ソフトウェア更新を実行する前に電池残量び十分か 
ご確認ください。 

• ソフトウェア更新は電波状態のよいところで、移動 
せずに行って< ださい。 

•必要なデータはソフトウェア更新前にバックアップ 
することをおすすめします(一部ダウン□ー ドした 
データなどは、パックアップでをない場合びありま 
す)。ソフトウェア更新前に本製品に登録されたデー 
夕はそのまま殘りますび、本製品の状態(故障など） 

により、データび失われる可能性びあります。データ 
消失に関しては、当社は責任を負いかねますので、あ 
らかじめご了承ください。 

• ソフトウェアの更新に伴ラ、一切の故障•動作不良- 
ソフトウ王ア設定ならびに仕様の変更などによって 
発生した損害、およびその回復に要する費用につい 
ては、当社は一切の責任を負いません。 

• ソフトウェア更新中は絶対に電池パックを取り外し 
たり、電源を切らないでください。更新に失敗するこ 
とびあ0まず。 

•ソフトウェア更新に失敗したときや中止されたとをィ寸 
は、ソフトウェア更新を実行し直してください。 録 

•ソフトウてア更新に失敗すると、本製品び使巧でをな H 
くなる齢びあります。本製品び使用で去なくなった I 
場合は、 au シヨップもしくは PiP が一部ショップを除 
<) にお持ちください。 
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memo 


◎ソフトウエア更新後に再起動しなかったとさは、電池パッ 
クをいったん取りがした後、再度取り付け、電源を入れ直し 
てください。それでち起動しないと舌は、 au ショップちしく 
は PiPit (—部ショップを除 <) にお持ちください。 


■ソフトウェアを自動ち新する 


1 iida Home で隙赶一[パージョン情報] 

2 [ソフトウェアアップデート] 一 r 定期的なチェッ 
ク」をタップしてチェックをがける^[はい] 

定期的にソフトウェアの更新をチェックします。 

3 システムソフトウェアの更新アイコンが表示され 
たらステータスパーを下方向にスライドする^更 
新アイコンをタップ 

4 メッセージを確認し、ダウンロード方まを選}尺^ 
[ダウンロード] 

5 インストールを巧認するメッセージが表示された 
ら、怜すぐインストール] 一 [OK] 

国手動でち巧をチ I ックする 

1 iida Home で隙定卜[バージョン情報] 

2 [ソフトウェアアップデート]一[今す ぐ チ ェッ 
ク] 

更新するソフトウェアびある場合は、 r ソフトウェア 
を自動更新ずる」 （► P .1 日 6) を参照してインス!''一 
J レしてください。 
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I ア フターサー ビスについて 


■修埋を巧巧されるときは 

修理については安むケータイサポートセンターまでお 
問い合わせください。 


保証期間中 

保証書に記載されている当社お償修理規定に 
基づを修理いたします。 

保証期間外 

修理により使用で舌る場合はお宮様のご要望 
により、有償修理いたします。 


memo 


◎ メモリの内容などは、修理する際に消えてしまうことびあ 
りますので、控えておいてください。なお、メモリの内容な 
どび変化’消失した場合の損害および逸失利なにつさまし 
ては、当社では一切責任を負いかねますのであらかじめご 
了承 < ださレ。 

◎修理の隙、当社の品質基準に適合した再利用部品を使巧ず 
ることびあります。 

◎交換巧携帯電話機お届けサービスにて回収した今までお徳 
いの au 電話は、再生修理した上で交換用携帯電話機として 
再利用します。また、 au アフターサービスにて交換した機械 
部品は、当社にて回収し U サイクルを巧います。そのため、 
お客様へ返却することはでさません。 


■ 補修用せ能が品について 


当社は本製品本体およびその周辺機器の補修巧性能部 
品を、製造終了後6年間な有しております。補修用性能 
部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
□□ ご’す。 

■ 保証書について 

イ呆証書は、お買い上げの販売店で、「販売店名、お買い上 
げ曰」などの記入をご確認のラえ、内容をよ < お読みい 
ただを、大切に保管してください。 


m 
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■ まもケータイサポートプラス LTE について 

au 電話を長期間安むしてご利用いただくために、月額 
会員アフターサービス制度「安むケータイサポートプ 
ラス LTE 」 をご用意しています(月額399円、税込)。故障 
や盗難•紛失など、あらゆるトラブルの補償をあ大する 
サービスです。本サービスの詳細につい口ま、 au ホーム 
ページをご確認いただくか、安むケータイサポートセ 
ンターへお問い合わせください。 


memo 


◎ご入会は、 au 電話のご購入時のお申し込みに限ります。 

◎ご退をされた場合は、次回の au 電話のご購入時まで再入を 
はでさません。 

© 磯種変更 • 端末増設などをされた場合、最新の販売履歴のあ 
る au 電話のみび本サービスの提供対象となりまず。 

© au 電話を譲渡 • 承継された墙合、安むケータイサポートプラ 
ス LTE の加入状態は譲受ちに弓 I き継びれます。 

◎磯種変更’端ま増設などにより、新しい au 電話をご購入いた 
だいた場合、しソ前にご利巧の au 電話に対する「安むケータイ 
サボートプラス」-「安むケータイサポートプラス LTE 」 は自 
動的に退会となります。 

© サービス内容は予告なく変更する墙をびあります。 


■ au Micro に Card ( LTE ) について 

au Micro 1 C Card ( LTE ) は、 au からお客様にお貸し出 
ししたをのになります。紛失•破損の場合は、有償交換 
となりますので、ご注意 < ださい。なお、故障と思われる 
場合、盗難•紛失の場合は、 au ショップもしくは円 Pit ま 
i でお問い合わせください。 
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■ ア フターサー ビスについて 

アフターサービスについてご不明な点びございました 
ら、下記の窓□へお問い合わせください。 

お客さまセンター(紛失•盗難時の回線停止のお手続 
き、操作方まについて） 

-般電話からは恩00口一 7-113 
(通話料無料） 

au 電話からは 局番なしの113 

(通話料無料） 

巧むケータイサポートセンター(紛失•盜難•故障につ 
いて） 

一般電話/ au 電話からは風0120 -925-91 9 

(通話料無料） 

受付時間 9:日日〜21:日日 件中無 術 

■ au アフターサービスの内容について 


■ 交換用携帯電話機お届けサービス 


サービス内容 

をむケータイヴポートプラス LTE 

を員 

巧を員 

自然故障 

1 年目 

無料 

補償なし 

2年目が降 

お菩様負担額 

1回目:日,2日0円 

2回目：8,400円 

部分破損、水濡れ、全損、 
盜難、紛失 


《金額はすべて税込 
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■預かり修理 


サービス内容 

をむケータイヴポートプラス LTE 

を員 

巧を員 

自然故障 

1年目 

無料 

無料 

2年目な降 

無料 (3 年保記） 

実費負担 

部分破損 

お菩様負担額 
上限日, 2日0円 

水濡れ’全損 

お宮様負担額 

10,日00円 

盗難、紛失 

補償なし 

補償なし 
(機種変更対応） 


《金額はすべて税込 


memo 


交換用携帯電話機お届けヴービス 

◎ au 電話びトラブルにあわれた際、お電話いただくことでご 
指定の送付先に交換巧携帯電話機(同一機種•同一色、新品 
電池パック含む)をお届けします。故障した今までお使いの 
au 電話は、交換巧携帯電話機びお手元に届いてから14曰な 
内にご返却 <ださい。 

◎本サービスをご利巧された曰を起算曰として、1年間に2回 
までご利用可能です。本サービス申し込み時において過去1 
年拟内に本サービスのご利用びない場合は1回目、ご利用び 
ある場合は2回目となります。 

& 詩細は au ホームページでご確認ください。 

預か日修理 

◎お客様の故意•改造(分解改造•部品の交換•塗装など）によ 
る損害や巧障の場合は補償の対象となりません。 

©列装ケースのちれや傷、塗装の測れなどによるケース交換 
は割引の対蒙となりません。 
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[主な 化を 


ディスプレイ 

約 4.7 インチ CG-Silicon TFT 

1,280 X 720 ドット ( HD ) 

(最大約1,677万色） 

質量 

約 147 g 情池バック含む） 

サイズ(幅 X 高か厚さ） 

約 70 mm X 138 mm X 目. 7 mm 

メモ U (内蔵） 

ROM ： 16 GB 

RAM ：1 GB 

連続通話 
時間 

国内 

約 9 弧分 

海列 ( GSM ) 

約日 20 分 

ミ毎列に DMA ) 

約1,180分 

連続待を 
時間 

国内 

約430時間丄 TE 使巧時 
約4日日時間: 3 G 使用時 

海列 ( GSM ) 

約320時間 

おかに DMA ) 

約240時間 

充電時間 

共通 AC アダプタ04(別売)使巧時 
約化〇分 

共通 DC アダプタ03(別売)使巧時 
約3弧分 

無撤 LAN 機能 

IEEE 802.11 a / b / g/n 準拠"^1 

連続テヴリング時間 

約240分： 

バケット通信 ( LTE ) 使巧時 
約480分： 

バケット通信 (3 G ) 使用時 


《1尼 EE 802.1 1 n は 2.4 GHz 、5 GHz に巧応しています。 

《2連続テヴリング時間は、無線 LAN ( Wi - Fi ®) 機能対応のクラ 
イアント(パソコンなど）を1台接続している場合の時間で 
す。 


memo 


◎連続通話時間および連続待受時間は、電波を正常に受信で 
をる移動状態と静止状態の組み合わせによるそれぞれの平 
巧的な利用時間です。巧電状態•気温などの使用環境•使用 
場所の電波状態•機能の設定などによって半分 iU 下になる 
ことを友 D ます。 


m 
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■ Bluetooth ® 機能 


通信方式 

Bluetooth ® ver 4.0 BT 2.1+ EDR / BT 3.0*' 

出力 

团 uetooth ® 標準規格 Power Class 2 

通信距離が 

見通しの良い状態で1 0 m な内 

使用周波数帯 

2.4 GHz 帯 


《1対応 Bluetooth ® プ□ファイルは次の通りです。 

対応 811161 〇〇化@プロファイルは、 Bluetooth ® 機器同±の使 
用目的に応じた仕様のことで、 Bluetooth ® 標準規格で定め 
られています。 

HSP(Headset Profile ) 

HFP ( Hands-Free Profile ) 

A 2 DP(Advanced Audio Distribution Profile ) 
AVRCP ( Audio/Video Remote Control Profile ) 

OPP(Object Push Profile ) 

PBAP(Phone Book Access Profile ) 

HID(Human Interface Device Profile ) 

PAN (Personal Area Networking Profile ) 

DUN 1.1 ( Dial-up Networking Profile ) が 

《2通信機器間の障害物や電波状態により変化します。 

《3 —部のカーナビゲーシ ヨン システムのみに対応していま 
す。ご利用にあたっては、 au 総合カタ□グおよび au ホーム 
ページをご参照 < ださい。 


■ カメラ 


撮像素モ 

CMOS 

有効画素数 

メインカメラ:約狐日万画素 
正面カメラ:約210万画素 


■ フンセグ 


連続視聴可能 

約己時間10分 

時間 



付《使用ま件により連続視聴可能時間は変わります。 
録 
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I 携帯電話機の比の収率 (SAR) につ 
いて 


この機種 INFOBAR A 02 の携帯電話機は、国び定めた電 
波の人体腮収に関する技術基準および電波防護の国際 
ガイドラインに適合しています。この携帯電話機は、国 
び定めた電波の人体腮収に関するほ術基準ならびに、 
これと同等な国隙ガイドラインび推奨する電波防護の 
許容値を遵守するよラ設計されています。 

この国際ガイドラインは世界保健機関 ( WHO ) と協 
力関係にある国際非電離放射線防護委員会り CN 旧 P ) 
び定めたをのであり、その許容値は使用者の年齢や健 
康状況に関係なく十分な安全率を含んでいまず。国の 
技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許容 
値を人体頭部に聴収される電波の平均エネルギー量 
を表す比聴収率 ( SAR:Specific Absorption Rate ) 
で定めており、携帯電話機に対する SAR の許容値は 
2.0 W / kg です。この携帯電話機の側頭部における SAR 
の最大個ま0.906 W ル g でず。個々の製品によって SAR 
にをみの差異び生じることちありまずび、いずれち許容 
値を満足しています。携帯電話機は、携帯電話基地局と 
の通信に必要な最低限の送信電力になるよラ設計され 
ているため、実隙に通話している状態では、通常 SAWS 
よりルさい値となります。一般的には、基地局からの距 
離び近いほど、携帯電話機の出力はかさくなります。 
この携帯電話機は、側頭部政がの位置でを使巧可能 
です。 KDDI 推奨の au キヤリングケース F ブラック 
の10日 FCA ) 側売)を巧いて携帯電話機を身体に装着し 
て使用することで、この携帯電話機は電波防護の国隙ガ 
イドラインを満足します 

KDDI 推奨の au キヤ U ングケース F ブラック (0105 FCA ) 
側売)をご使用にならない場合口ま、身体から1.己センチ 
切上の距離に携帯電話機を固定で去、金属部分の含まれ 
ていない製品をご使用 < ださい。 


m 
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世界保健機関は、『携帯電話び潜を的な健康 u スクをち 
たらすかどラかを評価するために、これまで20年上 
にわたって多数の研究び行われてをました。今日まで、 
携帯電話使用によって生じるとされる、いかなる健康 
影響を確立されていません。』と表明しています。さら 
に詳しし V 睛報をお知りになりたい場合には世界保健機 
関のホームページをご参照ください。 
(http://www.who.int/clocstore/peh-emf/publications/facts_ 
press/fact 」 apanese.htm) 

SAR について、さらに詳しい情報をお知りになりたい 
方は、切降に記載の各ホームページをご参照 < ださい。 

〇総務省のホームページ： 

http://www.tele.soumu.QO.jP/j/sys/ele/index.htm 
〇一般社団法人電波産業会のホームページ： 
http://www.arib-emf.org/index02.html 
Oau のホームページ： 
http://www.au.kddi.com/ 


《1技術基準については、電波法関連省令(無線設備規則第14 
条の 2) で規定されています。 

《2携帯電話機本体を側頭部 LU 外でご使用になる場合の SAR 
の測定法については、2010年3月に国際規格 ( IEC 62209- 
2 ) び制定されました。国の技術基準については、2011年1日 
月に、諮問第118号に関して情報通信審議を情報通信技術 
分科会より一部答申されています。 




I FCC Notice 

This device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is 
subject to the following two conditions:(1)This device may not cause 
harmful interference, and (2) this device must accept any interference 
received, including interference that may cause undesired operation. 

Note; 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for 
a Class B digital device, pursuant to part 15 of the FCC Rules. These 
limits are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, 
uses, and can radiate radio frequency energy and, if not installed 
and used in accordance with the instructions, may cause harmful 
interference to radio communications. 

However, there is no guarantee that interference will not occur 
in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined 
by turning the equipment off and on, the user is encouraged to try 
to correct the interference by one or more of the following measures: 
-Reorient or relocate the receiving antenna. 

-Incr 閱 se the separation between the equipment and receiver. 

-Connect the equipment into an outlet on circuit different from that to 
which the receiver is connected. 

-Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help and 
for additional suggestions. 

Warning 

The user is cautioned that changes or modifications not expressly 
approved by the manufacturer could void the user's authority to operate 
the equipment. 

I FCC RF exposure information 」 録 

This model phone is a radio transmitter and receiver. H 

It is designed and manufactured not to exceed the emission limits H 
for exposure to radio frequency (RF) energy set by the Federal 
Communications Commission of the U.S. Government. 
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The guidelines are based on standards that were developed by 
independent scientific organizations through periodic and thorough 
evaluation of scientific studies. The standards include a substantial 
safety margin designed to assure the safety of all persons, regardless 
of age and health. 

The exposure standard for wireless handsets employs a unit of 
measurement known as the Specific Absorption Rate, or SAR. The SAR 
limit set by the FCC is 1.6 W/kg. The tests are performed in positions 
and locations (e.g.，at the ear and worn on the body) as required by the 
FCC for each model. 

The SAR value for this model handset when tested for use at the ear is 
0.707 W/kg@1 g and when worn on the body, as described in this user 
guide, is 1.26W/kg@1g. 


I Body-worn operation 


m 



This phone was tested for typical body-worn operations with the back 
of the phone kept at a distance of 1.0 cm from the body. To maintain 
compliance with FCC RF exposure requirements, use accessories that 
maintain a 1.0 cm separation distance between your body and the back 
of the phone. The use of belt clips, holsters and similar accessories 
should not contain metallic components. 

The use of accessories that do not satisfy these requirements may not 
comply with FCC RF exposure requirements, and should be avoided. 
The FCC has granted an Equipment Authorization for this model 
handset with all reported SAR levels evaluated as in compliance with 
the FCC RF emission guidelines. SAR information on this model 
handset is on file with the FCC and can be found under the Display 
Grant section of hftp://www.fcc.gov/oet/ea/fccid/ after searching 
on FCCIDNM8CDMAHTX21. 

Additional information on Specific Absorption Rates (SAR) can be 
found on the FCC website at (http://www.fcc.gov/). 
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( DECLARATION OF 
CONFORMITY 


( 1 ) 

If your device belongs to Class II device, please put below countries 
you are intended to sold. 


This equipment may be operated in: 

AT 

BE 

BG 

CH 

CY 

cz 

DE 

DK 

EE 

ES 

円 

FR 

GB 

GR 

HU 

IE 

IT 

IS 

LI 

LT 

LU 

LV 

MT 

NL 

NO 

PL 

PT 

RO 

SE 

SI 

SK 

TR 


( 2 ) 

Products with 2.4-GHz Wireless LAN Devices 

For 2.4-GHz wireless LAN operation of this product, certain restrictions 
apply. This equipment may use the entire-240 日 - MHz 化 2483.5 -MHz 
frequency band (channels 1 through 13) for indoor applications. For 
outdoor use, only 2400-2454 MHz frequency band may be used. For 
the latest requirements, see http://www.ai1-felecom.fr. 

(3) 

For the device which tests accordance to EN60950-1;2006, it is 
mandatory to perform audio tests for EN 50332 . 

This device have been tested to comply with the Sound Pressure 
Level requirement laid down in the applicable EN 50332-1and/or EN 
50332-2 standards. Permanent hearing loss may occur if earphones 
or headph 加 es are used at high volume for prolonged periods of time. 

Note: For France, headphones/earphones for this device are 
compliant with the sound pressure level requirment laid down 付 
in the applicable EN 50332-1; 2 邮日 and/or EN50332-2: 2003 録 
standard as required by Franch Article L.5232-1. H 

A A pielne puissance, I'dcoute proiongde 
du baladeur pait endommager 

I'auditbn dd I'utilisaleijr. I ■ 


117 


















(4) CESAR Information 

This device meets the EL) requirements (1999/519/EC) on the 
limitation of exposure of the general public to electromagnetic fields 
by way of health protection. 

The limits are part of extensive recommendations for the protection of 
the general public. These recommendations have been developed and 
checked by independent scientific organizations through regular and 
thorough evaluations of scientific studies. The unit of measurement 
for the European Council’s recommended limit for mobile devices is 
the ■'Specific Absorption Rate" (SAR), and the SAR limit is 2.0 W/ kg 
averaged over 10 gram of body tissue. It meets the requirements of 
the International Commission on Non-Ionizing Radiation Protection 
(ICNIRP). 

For body worn operation, this device has been tested and meets the 
に N 旧 P exposure guidelines and the European Standard EN 62311 
and EN 62209-2, for use with dedicated accessories. Use of other 
accessories which contain metals may not ensure compliance with 
に N 旧 P exposure guidelines. 

SAR is measured with the device at a separation of 1.5 cm to the body, 
while transmitting at the highest certified output power level in all 
frequency bands of the mobile device. 

Head: 日 . 503W/kg 劇日日 
Body: 日 . 502W/k 日劇日 g 
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C€0560 ① 

DECLARATION OF CONFORMITY 

Intended for use in EU 
For the following equipment: 

For the following equipment: 

Smartphone_ 

(Product Description) 

HIC_ 

(Product Marketing Name) 

CDMA HTX21_ 

(Product Name) 

HTC Corporation_ 

(Manufacturer Name) 

No.23. Xinohua Rd.. Taovuan Citv. Taovuan Countv 330. Taiwan. 

is herewith confirmed to comply with the essential requirements of 
Article 3 of the R&TTE 1999/5/EC Directive, if used for its intended 
use and that the following standards has been applied: 

1. Health (Article 3.1.a of the R&TTE Directive) 

Applied EN 5 日 36 日： 2QQ1+AC: 2Q06+A1: 2012 / EN 62311: 
standard(s): 2008/EN 62479:2010 / EN 622 日 9-1: 2006/-2:201 日 

2. Safety (Article 3.1.a of the R&TTE Directive) 

Applied EN 60950-1:2006 + A11: 20 日 9 + A1:2010 + A12: 

standard(s): 2011 

3. Electromagnetic compatibility (Article 3.1.b of the R&TTE 
Directive) 

Applied EN 301489-1 V1.9.2/-3 V1.4.1/-7 V1.3.1 / 
standard(s):-17 V2.2.1/-24V1.5.1 
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4. Efficient use of the radio frequency spectrum (Article 3.2 
of the R&TTE Directive) 

Applied EN 300328 V1.7.1/EN3Q1 893 VI.6,1 /EN3QQ 440-1 VI.6.1 
standard(s): EN 孤 0 相 - 2 V1.4.1 / EN 301 卵 8-1 V5.2.1/-2 V5.2.1 

EN 301511 V9.0.2/_EN302 291-1 V1.1.1 /_-2V1.1.1 


Kevin Yang_ い - 

(Name and signature) グ 

Project Manager_ 

(Position/Title) 

Taiwan 2012/12/20 

(Place) (Date) 


f 輸出管巧規制 

本製品および付属品は、日本輸出管理規制 （ r が国為 
替及びが国賞易ま」およびその関達法令）の適用を受 
ける場をびあります。また米国再輸出規制に xport 
Administration Regulations ) の適巧を受ける場合び 
あります。本製品および付属品を輸出および再輸出す 
る場合は、お客様の責任および費用負担において必要 
となる手続さをお取りください。詳しい手続をについ 
ては経済産業省または米国商務省へお問い合わせくだ 
さい。 
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[知的財産 おについて 


■ 巧揉について 


本書に記載している会社名、製品名は、备社の商標また 
は登録商標です。 

• microSD □コ、 microSDHC □コは SD -3 C ， LLC の商 
標です。 


m 製 


• microSDTM は SD Card Association の商標です。 

• 团 uetooth は巨 luetooth SIG , Inc . USA の登録商標で 


す。 

• Bluetooth ® smart ready ワードマークおよび□二 f 
は 、 Bluetooth SIG . Inc . び所有する登録商標であり、 


HTC Corporation は、これら商標を使用する許巧を 
受けています。 


因 Bluetooth’ 

SMART READY 

• Wi-Fi Certified ® とその □コ は、 Wi-Fi Alliance の登 
録商標または商標です。 

• rWi-FU および rWi - Fi 」 □コは、 Wi-Fi Alliance ® の登 
錄商標です。 



CERTIFIED 


• Microsoft ®、 Windows®、Windows Vista ®、 
ActiveSync ® および Outlook ® の□コは、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国に 
おける商標または登録商標です。 

•音楽認識テクノ □ジーおよび関連データは、 
Gracenote ® にぶ0提供されます。 

Gracenote は、音楽認識テクノ □ジーおよび関連コ 
ンテンツ配信の業界標準です。 





詳細については、次の Web サイトをご覧ください： 

www.gracenote.com 

Gracenote からの CD および音楽関達データ: 
Copyright © 2000 - oresent Gracenote . 
Gracenote Software：Copyright © 2000 - 
present Gracenote . 

この製品およびサービスは、政下に挙げる米国特許 
の J つまたは複数を実践している可能性びあります： 
# も987,己25、#6,061,68日、#6,154,773、 #6,161,132. 
#6,230,192. 撇,230,207、 #6,240,459. #6,330,日93、 
およびその他の取得済みまたは申請中の特許。 

一部のサービスは、ライセンスの下、米国特許 
(#6, 304,523)用に Open Globe , Inc . から提供されま 
した。 

Gracenote および CDDB は Gracenote の登録商標 
です。 

Gracenote の□コと□コタイプ、および 「Powered 
by Gracenote 」 □コ‘は Gracenote の商標です。 
Gracenote サービスの使巧については、次の Web 
ページをご覧 < ださい： 

www.gracenote.com/corporate 

夕 gracenote . 

• 「ラたとを®」は株式会社レーベルゲートの登録商標 
です。 

• 「おサイフケータイ®」は株式会社 NTT ドコモの登録 
商標です。 

• Fel に a はソニー株式会社の登録商標でず。 

•「 Fel に a 」 はソニー株式会社び開発した非接軸にカー 
I ドの技術ち式です。 

■ •；3はフェリカネットワークス株式会社の登録商標 

■です。 

I •「 Twitter 」 は Twitter ， Inc . の登録商標です。 

■ •「 Facebook 」 は Facebook , Inc . の登録商標です。 
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• Copyright 2011 Google Inc . 使用許可取得済 
「 Google 」、「 Google 」 □コ '、「 Androicl」、「Androkll □コ '、 
[Google Play」、[Google Play 」 □コ、 「 Gmail」、[Google 
Apps」、[Google Calendar」、[Google Wallet」、[Google 
Earth」、[Google Latitude」、[Google Maps」、[Google 
卜ーク丄 「 Picasa 」、 および [ YouTube 」、[ YouTube 」 □づ 
は 、 Google Inc . の商標です。 

•「 jibe 」 は Jibe Mobile 株式含社の商標です。 

•「 GREE 」 は、曰本で登録されたグ U —株式会社の登録 
商標または商標です。 

• □ヴィ、 Rovi ' G ガイド、 G - GLnDE 、 G ガイドモバイ 
ル、 G-GUIDE MO 巨 ILE 、 および G ガイド関連□二[は、 
米国 Rovi Corporation および/またはその関連会社 
の日本国内における商標または登録商標です。 

• TRENDM に RO 、 およびウイルスバスターは、トレン 
ドマイク□株式会社の登録商標でず。 

• Copyright © 2010- Three Laws of Mobility . All 
Rights Reserved . 

巧 3LM 


• Java および Java に関する商標は、米国およびその他の 
国における米国 Sun Microsystems , Inc . の商標または 
登録商標です。 

•「 Flickr 」 は Yahoo ! Inc . の商標または登録商標です。 

• [Beats 冉 ucHoTM 」 「巨 eats ™」 rDr . D 「 eTM 」 

「 u 旧 eats ™」 および旧」□コに関しては、 BEATS エレ 
クト□ニクス社の登録商標でず。 

• 本製品には、絵文き画像として株式会社 NTT ドコモ 
から利巧許諾を受けた絵文字び含まれています。 

• AOSS ™ は株式会社バッファ□-の商標でず。 

• その他本文中に記載されている会社名および商品名 
は、各社の商標または登録商標です。 


m 
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■ OpenSSL License 

に penSSL License 】 

Copyright© 1998-2012 The OpenSSL Project. All rights reserved. 
This product includes software devel 叩 ed by the OpenSSL Project for 
use in the OpenSSL Toolkit. (hftp://www.openssl.org/) 

川に SOFTWARE に PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT 
"AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT 
OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
INCIDENTAL, SPECIAL. EXEMPLARY. OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERV に ES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 

HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 

WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE 
USE OF 川に SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY 
OF SUCH DAMAGE 
【Original SSLeay License] 

Copyright ◎'1995-1998 Eric Young (eay@crypfsoft.com) All rights 
reserved. 

This product includes cryptographic software written by Eric Young 

(eay@cryptsoft.com) 

川に SOFTWARE IS PROVIDED BY ER に YOUNG "AS IS" AND 
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. 

% IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 

I FOR ANY DIRECT, INDIRECT. INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERV に ES; LOSS 
OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 
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HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 

WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE 
USE OF 川に SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY 
OF SUCH DAMAGE 

■ Gracenote ® エンドユーザー使用許諾契 
約書 


本ソフトウエア製品または本電器製品には、力 U 
フオルニア州エメリービル市の Gracenote , Inc . (政 
下 「 Gracenote 」 とする）から提供されているソフト 
ウェアび含まれていまず。本ソフトウエア製品また 
は本電器製品は、 Gracenote 社のソフトウェア化^1下 
「 Gracenote ソフトウェア」とする）を利用し、音楽 CD 
や楽曲ファイルを識別し、アーテイスト名、トラック 
名、タイトル情報 ( U (下 「 Gracenote データ」とする）な 
どの音楽関連情報をオンラインサーノ く一或いは製品に 
実装されたデータベース(政下、総称して rGracenote 
サーバー」とする）から取得するととちに、取得された 
Gracenote データを利用し、他の機能も実現していま 
す。お客様は、本ソフトウエア製品または本電器製品の 
使巧用途し:!がに、つまり、エンドユーヴー向けの本来の 
機能の目的 U (がに Gracenote データを使巧することは 
でさません。 

お客様は、 Gracenote データ、 Gracenote ソフトウェ 
ア、および G race note サーバーをが営利的かつ個人 
的目的にのみに使用することについて、同意するを 
のとします。お客様は、いかなる第三者に巧しても、 
Gracenote ソフトウェアや Gracenote データを、譲 
ミ度、コピー、転送、または送信しないことに同意ずるち 
のとします。 お客様は、ここに明示的に許諾されている 
こと ! U かの目的に、 Gracenote データ、 Gracenote ソ 
フトウェア、または Gracenote サーパーを使用または 
ミち用しないことに同意するをのとします。 
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お客様は、宮様びこれらの制限に違反した場合、 
Gracenote データ、 Gracenote ソフトウ i ア、および 
Gracenote サーノ（一を使用ずるための非独占的な使用 
許語契約び解除されることに同意するをのとします。 
また、お客様の使用許諾契約び解除された場合、お客様 
は Gracenote データ、 Gracenote ソフトウ 卫 ア、およ 
び Gracenote サーバー全ての使用を中止することに同 
意するをのとしまず。 

Gracenote は、 Gracenote データ、 Gracenote ソフト 
ウェア、および Gracenote サーバーの全ての所有権を 
含む、全ての権利を保有します。し'!かなる場合において 
も、 Gracenote は、お客様び提供する任意の情報に関し 
て、いかなるま払い義務もお客様に巧して負うことは 
ないものとします。お客様は、 Gracenote, Inc 力’;本契 
約上の権利を Gracenote として直接的にお客様に巧 
し、行使でさることに同意するをのとします。 

Graceno ぉのサービスは、統計的処理を行うために、ク 
エリ調査用の固有の識別デを使巧しています。無作為 
に割り当てられた数字による識別子を使用することに 
より、 Gracenote サービスを利用しているお客様を認 
識しなびらを、特定することなしにクエリを数えられ 
るよラにしています。詳細については、 Web ページ上 
の、 Gracenote のサービスに関する Gracenote プライ 
ノ くシーポ U シーを参照してください。 

G racenote ソフトウェアと G「acenote データの個々 
の情報は、お客様に巧して「現状有娑」のままで提供さ 
れ、使巧び許諾されるものとします。 Gracenote は、 
Gracenote サーバーにおける全ての Gracenote デー 
夕の正確性に関して、明お的または黯示的を問わず、 
W —切の表明や保証をしていません。 Gracenote は、妥 
録当な理由びあると判觸した場合、 Gracenote サーバー 

I から データを 削除したり、 データの カテ ZIU を変更し 
たりする権利を保有するものとしまず。 &acenote ソ 
フトウェアまたは Gracenote サーノ く’一にエラー、障害 
のないことや、或いは Gracenote ソフトウエアまたは 
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Graceno ぉサーバーの機能に中断び生じないことの保 
罰は致しません。 Gracenote は、将来 Gracenote び提 
供する可能性のある、新しく拡張や追加されるデータ 
タイプまたはカテ =IU を、お客様に提供する義務を負 
わないものとします。また、 Gracenote は、任意の時点 
でサービスを中止でをるをのとします。 

• Gracenote は、黙示的な商品適合性な証、特定目的に 
対する商品適合性な罰、権利所有権、および非侵害性 
についての責任を負わないをのとし、これに限らず、 
明示的または黙示的ないかなる保証をしないをのと 
します。 Gracenote は、お客様による Gracenote ソフ 
トウてアまたは任意の Gracenote サーバーの利用に 
より、得る結果について保証しないちのとします。い 
かなる場合においても、 Gracenote は結果的損害ま 
たは偶発的損害、或いは利益の損失または収入の損 
失に巧して、一切の責任を負わないわのとします。 

© Gracenote, Inc. 2000 - present 

■その他 

本製品に搭載されているソフトウェアまたはその一部 
につを、改変、翻訳•翻案 J」 バース•エンジニアリング、 

逆コンパイル、逆アッセンブルを行ったり、それに関与 
してはいけません。 

本製品を他人に使わせたり譲渡する目的で海外へ持ち 
出す場合は、輸出許可び必要になることびありますび、 

旅行や出張時に本人び使巧する目的で曰本から持ち出 
し持ち帰る場合には許巧は不要です。 

An export permit maybe required if this device is to be used by or 
transferred to anyone else. No such documentation is required if you 
take this device out of the country and bring it back for the purpose of 付 
personal use when going on vacations or short business trips. £ 

米国輸出規制により本製品をキューバ、イラン、朝鮮民 I 
主ち義人民共和国、スーダン、シ U アへ持ち込むために I 
は米国政府の輸出許可び必要です。 
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This device is controlled under the export restrictions of the United 
States of America. A US government export permit is required to 
export to Cuba. Iran, North Korea, Sudan and Syria. 

本製品は、 MPEG-4 Visual Patent Portfolio License 
に基づをライセンスされており、お客様び個人的かつ 
非営利目的において切下に記載する場合においてのみ 
使用することび認められています。 

• MPEG-4 Visual の規格に準拠する動画 （ Ui 下、 
MPEG-4 Video) を記録する場合 
•個人的かつ非営利的活動に従事する消費者によって 
記録された MPEG-4 Video を再生ずる場合 
•MPEG-LA よりライセンスを受けた提供者により提 
供された MPEG-4 Video を再生ずる場含 
プ□モーション、社内巧、営利目的などその他の用途に 
使巧する場合には、米国法人 MPEG LA. LLC にお問い 
合わせください。 

• 本製品は、 AVC ポートフオリオライセンスに基づを、 
お客様び個人的に、且つ非商業的な使用のためにの 
AVC 規格準拠のビデオ(じ(下 「AVC ビデオ」と記載し 
ます）を符号化するライセンス、および/または川） 
AVC ビデオ(個人的で、旦つ商業的活動に従事してい 
ないお客様により符号化された AVC ビデオ、および 
/または AVC ビデオを提供することについてライセ 
ンス許語されているビデオプ□バイダーから入手し 
た AVC ビデオに限ります）を復号するライセンスび 
許諾されております。その他の使巧については、黙お 
的にち一切のライセンス許諾びされておりません。 
さらに詳しい情報については、 MPEG LA, LLC か 
S 入手できる可能性びあります。 http://www.mpegla. 
com をご参照くださし、。 
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ご不要になったケータイや取扱説明書は 
お近くの au ショップへ 


大切な地巧のために、 

一人ひとりがでさること。 

それは、たとえばケータイや取扱説 B 月書のリサイクルという、とて 
も身近なことか 6 始められます。 

ケータイの本体や電池に含まれている希少金属サ、敢ホ及説明書など 
のお類はリサイクルすることができます。 

取扱説明書などの紙類はち紙原おとして、製紙会せで再生紙と 
なり、次の印刷物じをまれ変わります。また、このリサイクルに 
よる資源の売却金は、国内の森林保全活動に役立てています。 

ご不要になつたケータイや取扱説明書は、お近くの au シヨップへ。 
みなさまのご協力をお願いいたします。 

























お問い合わせ先番号 

■お客さまセンター 


-お窜話からは (通話料無料） ra 0077-7-111 

総合•料金について au ち話からは（通話料無料）局をなしの157 

Pressing "zero will connect you to an operator, 
after calling *157" on your au cellphone 

紛失.盗難巧の回結停止の一般巧話からは（通話料無料） la0077-7-1 13 
ち'手続き、操作ちまじついて auS 話からは（通話料無巧）局番なしの113 


上記のを号がご利用にをれなぃ場を、沖縄を除く地域施話料無靴 ra 01 20-977-033 


を記のを号にも電話〈ださい。 沖!！ 


(通話料無料） ra 01 20-977-699 


■まふケータイサボートセンター 


紛失 • 盗難•故障に 
ついて 


一給覃話/ aug 話から（通話料無巧） 

固0120 -925-91 9 

_きが時聞_ 9:00-21:00 (年中*が) 


匹 

この取扱説明書は巧ま紙を使用しています。 

取巧説明書リサイクルにご協力ください。 

KDDI では、このマークのある au ショップで回のしたな資おを、お巧を巧と巧力し、 
国内リサイクル巧 B を巧っています。 

み) 

モバイル-リヴイウル.ネツトワーク 

Mvas .°H9ow イクルに？ sn*, 

携帯ち話 ’PHS 吾業まは、環巧を巧雷し、ち重な貴お 
を再利用するためじおぎなが不まとなってお持をじな 
るち話檢"ち巧•充巧おを、ブランド•メーカーを問 
わずをマークのあるお店で回収し、リサイクルを巧っ 
ています。 

2013年1 

月第 1 版 


発売元； KDDI (徽.ホ裡セルラー空話(株） 

镜入元： HTC NIPPON 株式会社 
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